
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

令和６年 目黒区子育て支援部保育課 

  

 



 はじめに 

 

 昭和３６年 4 月に当時の東京都立保育園が特別区に移管され、区立保育園が産声を上げて

６３年が過ぎました。この間目黒区立保育園では、社会情勢や家庭状況の変化に応じて、保

育時間の延長（特例保育や延長保育）、産休明け保育の実施など保育サービスの拡大を行い、

私立認可園、小規模保育園、事業所内保育所、家庭福祉員等の方々とともに保育の質の維持

向上に努めて現在に至ります。 

平成 27 年 4 月に本格施行された「子ども・子育て支援法」に基づく「子ども・子育て支

援制度」では保育の必要性の認定制度に加え、必要とするすべての家庭が利用できる支援と

ともに、保育施設が子どもたちにとってより豊かに育つ支援を行うことを目指すこととなり

ました。 

目黒区におきましても子育ちを支えるまちづくりを目指して「目黒区子ども総合計画」を

策定しました。その後も区における子育て支援施策を計画的に充実・推進するために改定を

重ね、第三期目を迎えております。現代では、保育園に通園していない家庭で、育児を行っ

ている世帯への支援もこれまで以上に重要となっております。保護者とともにこどもの育ち

を支えていくため保育園の持つ役割は非常に大きいと考えます。 

子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しておりますが、保育サービスを受ける主体は全

て「目黒の子ども」であり、その成長する姿は共通のものです。そこで、これまで培ってきた

目黒区の保育を継承しつつ、公立、私立等が力を合わせて保育を進めていく必要があります。 

この冊子は目黒区が目指す「子ども像」を明示し、年齢や発達段階に応じた目指すべき子

どもの姿や保育の質を向上させるための、行政、園、保護者、事業者の役割をまとめ今回改

訂を行いました。 

 この冊子が、目黒区で働くすべての保育園職員及び保育関係者にとって有用なものになれ

ば幸いです。 
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目黒区子育て支援部保育課 
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目黒区の保育とは 

目黒区の基本理念・子ども像 

全体的な計画 

子どもの発達に応じた経験させたい内容 

6 か月未満 

6 か月～1 歳 3 か月未満 

1 歳 3 か月～2 歳未満 

2 歳 

3 歳 

4 歳 

5 歳 

6 歳（移行期） 

特別支援保育 

食育 

健康教育 

保護者支援 

「目黒区全体の保育の質を高める基本的な取組み」 

資料「公立の特徴」 

  「公立の役割とは」 

 



目黒区の保育とは 

 

  目黒区が保育を行う上で大切にしていることをまとめています。保育園における保育の

基本は「保育所保育指針」にあり、この点は区立も民間も変わるものではありません。 

  区では保育指針を踏まえ、次に掲げる「保育の理念」を定めています。 

 

 

 

 

 

 

≪基本理念に向けて保育を行っていく上で、重点とする三つの柱≫ 

 

・ 子どもの心身の発達、生活習慣や文化、国籍、家庭の事情や考え方などの違いに関

わらず、全ての子どもの人権を尊重し、成長に応じた支援を行う。 

・  子どもの性差や個人差にも留意しつつ、性別などによる固定的な意識をうえつける

ことがないよう、互いに尊重する心を育む。 

 

・ 家庭と連携して子どもの健康や生命を守り、成長を支え、生活に必要な基本的な習

慣や態度を養う。 

・ 一人ひとりの子どもが健康で安全に過ごせる環境を作り、子どもの心身発達の基礎

を養う生活リズムの大切さを啓発する。 

 

・ 子どもの状態や発達過程を的確に把握した上で、一人ひとりの存在を尊重し、自己

肯定感を育む。 

・ 子どもの気持ちを受容し共感しながら、人間関係を築く基となる人への信頼感を育

み、情緒の安定を図る。 

・ 自然に親しむ、体を動かす、表現するなど様々な活動を通して感じた思いを大人や

仲間と共感し、豊かな感性を育む。 

 

 

１ 

１ 人権に配慮した適切な保育 

 

一人ひとりを大切にする精神に基づき、自己肯定感や人との信頼

関係を育み、様々な生活経験を積み重ねる中で、健康で豊かな人間

性の基礎を培うことを理念とします。 

保育の基本理念：「健康で豊かな人間性を育む」 

２ 肉体的な健康、生命の安全 

 

３ 精神的な健康、情緒の安定、豊かな感性 

 



≪子どもの成長・発達のために大切にしている保育の視点≫ 

 

 

 

・ 様々な生活体験を積み重ねることを大切にして、良いこと悪いことの判断ができ、 

自分を律することができる力を養う。 

・ 健康や安全など生活に必要な習慣や態度を身につけさせるとともに、考えたり工夫

したりする経験を大切にして、思考力や認識力を養い、子どもが自信をもって生活

する力を育む。 

 

 

 

・ 生活や遊びの中で一人ひとりの子どもの気持ちを受け止め、認めていき、自分が大

切にされていると感じる経験を大切にする。 

・ 子どもが周囲から認められる安心感を醸成し、自己を主張する力や自分自身を認め

ていく心を育む。 

 

 

   

・ 生活や遊びの体験から興味関心を引き出し、探究心や好奇心を育むとともに、達成

したときの満足感や達成感から、子どもの意欲につなげる。 

・ 遊びの環境を作り適切な援助を行い、子どもが自分の意志で判断し、主体的に行動

する力を育む。 

 

 

 

・ 限られた環境の中で自然を大切にし、保育の中に取り入れることで五感を育て、 

子どもの興味関心を広げる。 

・ 狭い園庭や園庭のない施設においても、子どもが楽しく体を動かすことができる環

境を構成し、工夫しながら保育を行う。 

・ 室内外を問わず、安心できる環境の中で、既製の遊具にとらわれず遊具を整え発達

に合わせた豊かな遊びを保障する。 

 

 

 
 

２ 

１ 子どもの生きる力を育む 

１．

2 自己肯定感を育む 

２．

３ 意欲・主体性を育む 

３．

４ 環境を活かし、創意工夫した保育を実践する 

４．



目黒区の基本理念・子ども像 

      （基本理念）健康で豊かな人間性を育む 

 

 

【子ども像】 

  

◆心も体も元気な子ども 

・身近な大人との愛着関係の中で、安心して過ごす 

 

・自分らしく伸び伸びと活動し、充実感を味わう 

 

・健康や安全な生活に必要な習慣や態度を身につける 

  

 

◆自分で考えて行動できる子ども 

・いろいろな体験をし、興味や関心を広げる 

 

・遊びや生活を通して考え工夫することが出来る 

 

・好きな事を意欲的に取り組み、達成感を味わう 

  

◆感性豊かな子ども 

・自然や身近なことがらに興味、関心を持つ 

 

・感じた事、考えた事を自分らしく表現する 

 

・発見し、考える体験を積み重ねる 

 

◆思いやりのある子ども 

・自分が認められる事で友だちを認め、自分も相手も大切にする 

 

・人とのかかわりを楽しむ 

 

・自然やものを大切にする  

一人ひとりを大切にする精神に基づき、自己肯定感や人との信頼関係を育み、様々な生活経

験を積み重ねる中で、健康で豊かな人間性の基礎を培うことを理念とします。 

３ 



 

  
0歳児 3歳児

1歳児 4歳児

2歳児 5歳児

幼児教育を行う施設として共有すべき事項

・生涯にわたる生きる力の基礎を培うため、保育の目標を
踏まえ、資質・能力の3本柱を一体的に育むよう努める。
・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、ねらい及
び内容に基づく保育活動全体を通して資質・能力が育まれ
ている子どもの小学校就学時の具体的な姿であり、保育士
等が保育を行う際に考慮する。

5領域 満１歳～満３歳未満（5領域）

食育の推進 職員の研修

・栄養バランスを考えた給食の提供
・食育活動及び野菜栽培の実施
・行事食の提供
・保護者の給食試食の実施

・職員は自己評価に基づく課題等を踏まえ、研修等
を通じてそれぞれの職務内容に応じた専門性を高め
る。
・保育所職員に求められる専門性を理解し、体系的
な研修計画を作成する。

・教育及び児童福祉としての保育並びに子育て支援にかかわ
る地域の関係機関等と連携が図られ、子どもの成長に気づ
き、子育ての喜びが感じられるよう子育て支援に努める。
・保護者の育児不安等が見られる場合は支援し、保護者に不
適切な養護または虐待が疑われる場合には関係機関と連携し
適切な対応を図る。

・施設内外の設備、用具等の清掃及び消毒等、安全管理
及び 自主点検
・子ども及び職員の清潔保持・感染予防対策マニュアル
の作成と実施及び保護者との情報共有
・重大事故防止、事故防止マニュアルを作成、共有
・不審者対応訓練の計画及び実施

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを
自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げ
ることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心
をもって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自
然への愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中
で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるもの
としていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や
文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、
感覚をもつようになる。

保育士や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や
表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注
意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方
などに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する
過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。

[他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心
を育て、人と関わる力を養う。]
　
ねらい
(1) 園の生活を楽しみ、自分の力で行動することの充実
感を味わう。
(2) 身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり、協
力したりして一緒に活動する楽しさを味わい、愛情や信
頼感をもつ。
(3) 社会生活における望ましい習慣や態度を身に付け
る。
（3歳児）道徳性が芽生える
（4歳児）仲間との深いつながりが持てる
（5歳児）社会性の確立と自立心が育つ

[周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり、そ
れらを生活に取り入れていこうとする力を養う。]
　
ねらい
(1) 身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事
象に興味や関心をもつ。
(2) 身近な環境に自分から関わり、発見を楽しんだり、
考えたりし、それを生活に取り入れようとする。
(3) 身近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする中
で、物の性質や数量、文字などに対する感覚を豊かにす
る。
（3歳児）身近な環境に積極的に関わろうとする
（4歳児）社会事象に関心が高まる
（5歳児）社会、自然事象に関心が深まり、生活に取り

[経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現
し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て、
言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う。]
　
ねらい
(1) 自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう。
(2) 人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したこと
や考えたことを話し、伝え合う喜びを味わう。
(3) 日常生活に必要な言葉が分かるようになるととも
に、絵本や物語などに親しみ、言葉に対する感覚を豊か
にし、保育者や友達と心を通わせる。
（3歳児）言葉を使ったり、楽しさに気づく
（3歳児）生活の中での必要な言葉を理解し言葉を使う
（4歳児）伝える力、聞く力を獲得する
（5歳児）文字や数字を獲得することで遊びが発展する

・毎月の避難訓練の実施（火災、地震、不審者対応）
・消火訓練の実施
・緊急時対応の、具体的内容及び手順、職員の役割分
担、避難訓練計画に関するマニュアルの作成
・年２回、消防設備点検
・防火設備、避難経路等の定期的な安全点検の実施

・施設長は保育所の役割や社会的責任を遂行するために、法令等を
尊守し、保育所を取り巻く社会情勢を踏まえ、施設長として専門性
の向上に努め、保育の質及び職員の専門性の向上のために必要な環
境の確保に努める。
・自己評価や第三者評価の実施、利用者の意見等を通して、保育の
質の向上を図る。

施設長の責務子育て支援

自然との関わり・
生命尊重
【環境】

数量や図形、標識
や文字などへの関

心・感覚
【環境】

[経験したことや考えたことなどを自分なりの言
葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする態度
や意欲を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現す
る力を養う。]
　
ねらい
(1) 言葉遊びや言葉で表現する楽しさを感じる。
(2) 人の言葉や話などを聞き、自分でも思ったこ
とを伝えようとする。
(3) 絵本や物語等に親しむとともに、言葉のやり
取りを通じて身近な人と気持ちを通わせる。
（1歳児）言葉を獲得し話し始める
（2歳児）言葉のやり取りを楽しむ

[感じたことや考えたことを自分なりに表現する
ことを通して、豊かな感性や表現する力を養い、
創造性を豊かにする。]
　
ねらい
(1) 身体の諸感覚の経験を豊かにし、様々な感覚
を味わう。
(2) 感じたことや考えたことなどを自分なりに表
現しようとする。
(3) 生活や遊びの様々な体験を通して、イメージ
や感性が豊かになる。
（1歳児）いろいろな素材に触れて楽しむ
（2歳児）見立てつもりあそびを楽しむ

[感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通
して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かに
する。]
　
ねらい
(1) いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性を
もつ。
(2) 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽し
む。
(3) 生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽し
む。
（3歳児）自由な表現と豊かな感性が育つ
（4歳児）豊かな感性による表現ができる
（5歳児）創造力豊かに表現をする

身近な友達と一緒に自然等の環境に積極的に関わり、意欲を持って活動する

友だち関係が深まり、仲間と共に感情豊かな表現をする

集団生活の中で自立的、意欲的に活動し、体験を積み重ね自信をもって行動する

小学校との連携

育みたい資質・能力
満３歳以上（5領域）

教　　　　　　育

子どもにとって保育所が健康や安全が保障され快適な環
境となるようにする。また保育士等との信頼関係をより
どころとして情緒的な安定が図られ安心できる場となり
養護及び教育を一体的に行う。

※小学校教育との接続に当たっての留意事
項
保育園の教育及び保育において育まれた資
質・能力を踏まえ、小学校教育が円滑に行
われるよう、小学校の教師との意見交換を
設 け、「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」を共有するなど連携を図り、保小連
携で円滑な接続を図るよう努めるものとす
る。

「

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
基
礎
」

気付いたことや、できるようになったこと
などを使い、考えたり、試したり、工夫し
たり、表現したりする
「思考力、判断力、表現力等の基礎」

健康な心と体
【健康】

自立心
【人間関係】

環境及び衛生管理並びに安全管理 災害への備え

言
葉

表
現

教育及び保育の内容に関する全体的な計画

健康で豊かな人間性を育む

保
育
目
標

基
本
理
念

１．心も体も元気な子ども
２．自分で考えて行動できる子ども
３．感性豊かな子ども
４．思いやりのある子ども

保
育
方
針

・子どもが自発的、意欲的に経験できるよう０歳から就学までの系統立てた保育を実践する。子どもの発達を理解し、環境を整え、遊び込めるように工夫する。
・子どもの心身の発達を促し、健康で安全な生活に必要な生活習慣が身につくようにする。健康教育を通して自分の身体に興味を持ち、自ら考え行動できる力を育む。
・子どもの成長に必要な栄養バランスのとれた給食を提供する。食材に触れる経験や栽培活動・調理活動を通して食への関心を育てる。
・地域に保育園を開放し、園の行事など地域の子ども達と共に過ごす。

「

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

　
心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生
活を営もうとする
「学びに向かう力、人間性等」

思考力の芽生え
【環境】

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付い
たりし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむよう
になる。また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気
付き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わ
いながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。

言葉による伝え合
い

【言葉】

豊かな感性と表現
【表現】

協同性
【人間関係】

道徳性・規範意識
の芽生え

【人間関係】

社会生活との関わ
り

【人間関係】

・小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることを配
慮し、幼児期にふさわしい生活を通じて、創造的な思考や主
体的な生活態度などの基礎を培う。
・育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教師との意見交換、
研修会で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有
し、小学校との円滑な接続に努め、子どもの育ちを支えるた
めの保育所児童保育要録を小学校へ送付する。

幼児期の終わりまでに育ってほしい事項　１０項目

[周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関
わり、それらを生活に取り入れていこうとする力
を養う。]
　
ねらい
(1) 身近な環境に親しみ、触れ合う中で、様々な
ものに興味や関心をもつ。
(2) 様々なものに関わる中で、発見を楽しんだ
り、考えたりしようとする。
(3) 見る、聞く、触るなどの経験を通して、感覚
の働きを豊かにする。
（1歳児）好奇心が高まり、探索活動を盛んにす
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2
歳児）自然事象に積極的に関わる

[健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を
つくり出す力を養う。]
　
ねらい
(1) 明るく伸び伸びと生活し、自分から体を動か
すことを楽しむ。
(2) 自分の体を十分に動かし、様々な動きをしよ
うとする。
(3) 健康、安全な生活に必要な習慣に気付き、自
分でしてみようとする気持ちが育つ。
（1歳児）歩行の確立により行動範囲が広がる
（2歳児）排泄の確立
（2歳児）運動、指先の機能が発達する

保育の計画及び評価

・保育の目標を達成するため、方針や目標に基づき、子ども
の発達過程を踏まえた保育の内容が展開されるよう全体的な
計画を作成する。また、全体的な計画に基づき指導計画、保
健計画、食育計画を作成する。
・指導の過程を振り返りながら園児の理解を進め、一人一人
の良さや可能性などを把握し、指導の改善に生かす。

[健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出
す力を養う。]
　
ねらい
(1) 明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。
(2) 自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとす
る。
(3) 健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、
見通しをもって行動する。
（3歳児）意欲的に活動する
・基本的な生活習慣の確立
（4歳児）健康に関心をもつ
・全身の協応運動
（5歳児）健康増進や安全への理解を深めながら意欲を
持って行動する

保育園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に
働かせ、見通しを持って行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。

「

知
識
及
び
技
能
の
基
礎
」

豊かな体験を通じて、感じたり、気付いた
り、分かったり、できるようになったりす
る
「知識及び技能の基礎」

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中
で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立
つ喜びを感じ、地域に親しみをもつようになる。また、保育園内外の様々な環境に
関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報
を伝え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになると
ともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識する

ようになる。

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を
振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するように
なる。また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合
いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、
考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。

みたてやつもりと想像力を広げながら遊ぶ

保育所保育に関する基本原則／役割・目標 保育の方法／環境 保育所の社会的責任 養護に関する基本的事項

子どもの教育及び保育目標

生理的欲求を満たし安心して過ごす

行動範囲を広げ探索活動を盛んにする

健
康

健
や
か
に
伸
び
伸
び
と
育
つ

人
間
関
係

[他の人々と親しみ、支え合って生活するため
に、自立心を育て、人と関わる力を養う。]
　
ねらい
(1) 園生活を楽しみ、身近な人と関わる心地よさ
を感じる。
(2) 周囲の園児等への興味・関心が高まり、関わ
りをもとうとする。
(3) 園の生活に慣れ、きまりの大切さに気付く。
（1歳児）周囲の人への興味、関心が広がる
（2歳児）自己主張を表出する
（2歳児）友達との関りが増える
　

養護

・健康及び発育状態の定期的、継続的な把握

・園医による検診－内科・歯科（年2回）耳鼻科（年1回）0歳児の健康診

断（月4回）

・登園時及び保育中の状態観察、または異常異常が見られた時の対応

・心身の状態等を観察し、保護者に不適切な養育の兆候が見られる場合に

は関係機関と連携し、適切な対応をする。

・年1回の職員の健康診断及び毎月の細菌検査提出

子どもの健康支援

・児童福祉法に基づき、保育を必要とする子ども
の保育を行い、健全な心身の発達を図る。
・保育に関する専門性を有する職員が、養護及び
教育を一体的に行う。
・保護者支援及び地域の子育て支援等を行う。

・健康、安全で情緒の安定した生活ができる環境
を整える。
・一人ひとりの発達過程に応じ、乳幼児期にふさ
わしい体験が得られるように、生活や遊びを通し
て総合的に保育する。
・保護者を理解し適切に援助する。

・子どもの人格を尊重し保育を行う。
・地域社会との交流や連携を図り、保育の内容を適切に
説明する。
・個人情報を適切に取り扱う。
・保護者の苦情解決を図るよう努める。

乳児期（三つの視点）

生
命
の
保
持

身体的発達／健やかに伸び伸びと育つ
　
[健康な心と体を育て、自ら健康で安全な
生活をつくり出す力の基盤を培う。]
　
ねらい
（１）身体感覚が育ち、快適な環境に心
地よさを感じる。
（２) 伸び伸びと体を動かし、這う、歩く
などの運動をしようとする。
（３）食事、睡眠等の生活のリズムの感
覚が芽生える。
【健康】
・温かい触れ合いの中で心と体が発達す
る
・愛情豊かな受容のもとで生理的、心理
的欲求を満たし心地よく生活する

社会的発達／身近な人と気持ちが通じ
合う
　
[受容的・応答的関わりの下で、何かを伝
えようとする意欲や身近な大人との信頼
関係を育て、人と関わる力の基盤を培
う。]
　
ねらい
（１）安心できる関係の下で、身近な人
と共に過ごす喜びを感じる。
（２）体の動きや表情、発声等により、
保育者等と気持ちを通わせようとする。
（３）身近な人と親しみ、関わりを深
め、愛情や信頼感が芽生える。
【人間関係】【言葉】
・特定の大人との深い関わりによりる愛
着心を持つ
・発声や喃語等への応答を通じて言葉の
理解や発語の意欲が育つ

情
緒
の
安
定

・(生命の保持)
子ども一人ひとりが、快適にかつ健康で安
全に過ごせるようにするとともに、その生
理的欲求が十分に満たされ、健康増進が積
極的に図られるようにする。
（0歳児）
生理的要求の充実を図る
（1歳児）
生活リズムの形成を促す
（2歳児）
適度な運動と休息の充足を図る
（3歳児）
健康的生活習慣の形成を促す
（4歳児）
運動と休息のバランスと調和を図る
（5歳児）
健康、安全への意識の向上を図る

・(情緒の安定)
子ども一人ひとりが安定感をもって過ご
し、自分の気持ちを安心して表すことがで
きる ようにする。周囲から主体として受け
止められながら育ち、自分を肯定する 気持
ちが育まれていくようにし、くつろいで共
に過ごす中で、心身共に癒やされるように
する
（0歳児）
・応答的な触れ合い
・情緒的な絆の形成
（1歳児）
・豊かなやり取りによる心の安定
（2歳児）
・自我の育ちへの受容と共感
（3歳児）
・主体性の育成
（4歳児）
・自己肯定感の確立と他者の受容
（5歳児）
・心身の調和と安定により自信を持つ

身
近
な
も
の
と
関
わ
り
感
性
が
育
つ

身
近
な
人
と
気
持
ち
が
通
じ
合
う

精神的発達／身近なものと関わり感性
が育つ
[身近な環境に興味や好奇心をもって関わ
り、感じたことや考えたことを表現する
力の基盤を培う。]
　
ねらい
（１）身の回りのものに親しみ、様々な
ものに興味や関心をもつ。
（２）見る、触れる、探索するなど、身
近な環境に自分から関わろうとする。
（３）身体の諸感覚による認識が豊かに
なり、表情や手足、体の動き等で表現す
る。
【環境】【表現）】
・身近な環境への興味を持つ
・生活や遊びの中で様々なものにふれ、
音・形・色・手触りなどに気付き、感覚
の働きを豊かにする。

環
境
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６か月未満 
 

～たっぷり飲んで、ぐっすり眠れるように～ 

 

 

 

発達の主な特徴 

 

【運動機能】 

生後４か月頃には首がすわり、手足の動きが活発になる。５か月頃には目の前の物をつかもうとしたり、

手を口に持っていく。また親指が外側に出て手に触れた物を握ることができるようになる。寝返りもできる

ようになり、腹這いにすると肘で上半身を支えることができるようになってくる。仰向けから上体を引き起

こすと同時に頭も上がり、両足も腹部に引き寄せるなど全身の動きが活発になり、自分の意思で体を動かせ

るようになる。 

  

 

 

【感覚機能の発達】 

視覚や聴覚の発達がめざましく、生後３か月頃には周囲の人や物をじっと見つめたり、見回したりする。

周りで物音がしたり大人が話している声がすると、その音や声がする方を見るようになり、音の出るおもち

ゃを追視するようになる。 

 

 

 

【人との関わり】 

快、不快の感覚が芽生え、空腹になったり、おむつが汚れると目覚め、泣いて表現する。生理的欲求が満

たされると情緒が安定してくる。 

保育者の優しい声や言葉かけ、まなざし、笑顔での働きかけなどを通し、抱かれて泣きやんだり、安心した

表情になる。身近な人の顔が分かり、あやしたり、話しかけられたりするとよく笑う。４か月頃には表情も

豊かになり、声を出して笑うようになる。「あーあー」「あぶぶー」など声を出すようになり、喃語で人と関

わる楽しさを味わうようになる。また、笑ったり泣いたり、様々な感情表現をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 



 

6 か月未満 
 

 

 

事例１ 「気持ちいいね」 

 

沐浴をするために保育者に抱かれ浴槽に入れてもらうＡ。笑顔だった表情が湯に入ると緊張し、保育者の

顔を見つめた。保育者は「きれいにしようね」「気持ちいいね」と声をかけながら体や顔を拭いた。すると、

少しずつ表情が和らぎ、握りしめていた両手が段々と開いていった。手足も動かし始め湯の感触を心地良く

感じているようであった。沐浴を終えようとする頃には両手で水面を叩くまでになっていた。沐浴を終え「気

持ち良かったね」と声をかけながら着替えを始めようとすると、「あーあー」と声を出していた。 

 

 

 

事例２ 「じーっと見つめて・・・なんだろう」 

 

仰向けで機嫌よく過ごしているＡ。「Ａちゃん」と声をかけながら目の前で保育者が歌に合わせて布を振る

と、じっと見つめて「んーんー」と声を出し、保育者と目が合う。布の動きや揺れを追視しながら楽しんで

いる。 

 

 

【かかわりのポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

９ 

 

・子どもの（気持ちいい、眠い、抱っこしてなど）思いを汲み、優しく丁寧に声をかけ思い

を言葉にして応えていくことが大切である。 

担当保育者が子どもの要求を理解し「おなかがすいたね」「おむつが濡れたね」等、応答

的に関わる中で愛着関係を育んでいく。 

・安定を図るために一人ひとりの生活リズムを大切にし、家庭と連携を取りながら授乳時間

や睡眠時間を把握し、保育園生活に少しずつ慣れていくようにする。 

担当保育者と関わり、よく食べ、よく眠り、よく遊ぶ環境を整えて心地良く過ごせるよう

にする。 

・４か月を過ぎる頃に保育者が布を左右に動かしてみせると、子どもは追視を始める。手と

手、手と口の協応ができ始めるため、触ったり、振ったりして追視を楽しめる玩具を用意

し、興味関心を引き出していく。子どもの反応に共感し合うことが大事である。 

 



６か月未満 
 

 

 

事例３  「あやされてご機嫌」 

 

 仰向けで遊んでいる A。保育者が目を見て「A ちゃん」と笑顔で声をかけると「あーあー」と声を出し、

応える。ガラガラを振るとそれを目で追い、上半身を持ち上げるように両手を伸ばしてガラガラを取ろうと

する。保育者がにっこり笑ってもう一度ガラガラを振りながら「A ちゃん、ガラガラ好きなのね」と声をか

けると「ん～」と声を出し、目が合う。保育者に繰り返しあやされ、それに笑顔で応えやり取りを楽しみな

がら機嫌よく過ごした。 

 

 

 

 

事例４  「安心して遊ぶ気持ち」 

 

保育者や人の顔をじっと見つめるようになり、表情が柔らかくなったＡ。保育者が優しい声で「いない い

ない ばあ～」の手遊びや歌などで繰り返しあやすと、保育者の目を見て笑い返す。歌に合わせるように手

足を動かし機嫌よく過ごす。また、隣りで遊んでいた B と見つめ合って心地よさそうな表情をしている。

  

  

 

【かかわりのポイント】 

 

・保育者はその子の思いに寄り添いながら、代弁したり、微笑んだり、優しく声をかけたりして共感 

できるように関わり、周りへの興味を持てるようにする。 

・次第に周りにある物に興味を持ち、玩具を見る、触る、舐める、噛む、しゃぶるなどで感覚や 

器官が発達する時期なので、こまめに玩具を清潔にして遊べるようにする。見る、聞く、掴む、 

引っ張るなどの玩具を用意し、豊かな感覚運動を経験できるようにしていく。遊んでいる子ど 

もの様子を見守りながら、動きを妨げないように配慮し、運動する力が十分発揮できるように 

援助していく。 
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６か月～1 歳３か月未満 
 

～身の回りへの興味の芽生えを大切に～ 

 

発達の主な特徴 

 

【運動機能】 

這う、座る、立つ、伝い歩くなどを経験して一人で歩くようになる。様々な刺激を受けながら生活空間を

広げていく中で、身近な環境への興味関心が広がり好奇心が旺盛になる。 

 

 

【活発な探索活動】 

自由に手が使えるようになると触ってみたい、関わってみたいという意欲が高まる。左右の手指を操作し

て物を持つことが上手になる。様々な物に手を伸ばし、次第に両手に物を持ち叩き合わせる。手のひらと指

を使って握り、親指と人差し指で摘まむ動作に変わっていく。歩行ができるようになると移動が自由になり、

いつも関わってくれる大人との信頼関係による情緒の安定を基盤に探索活動が活発になる。 

                        

 

【愛着と人見知り】 

いつも自分の世話をしてくれる人、声をかけてくれる人などの顔が分かる。特定の保育者の応答的な関わ

りによって情緒的な絆が深まり、あやしてもらうと喜び大人とのやり取りを盛んに楽しむ。初めての人や知

らない人に対しては人見知りをするようになり、特定の大人との愛着関係が育まれてくる。 

 

 

【言葉の芽生え】 

身近な大人に自分の意思や欲求を声に出したり、喃語や身振りなどで伝えようとしたりする。徐々に簡単

な言葉の意味が分かるようになり、生活の中で大人と同じ物を見つめ、同じ物を共有することを通して盛ん

に指差しをするようになる。 

 

 

【離乳食の開始から完了期へ】 

消化液の分泌が多くなると離乳食が開始される時期になる。母乳やミルクなどの乳汁栄養から滑らかにす

り潰した状態の食べ物を経て、徐々に形のある食べ物を摂取するようになる。舌を上下に動かせるようにな

り、モグモグと口を動かす。少しずつ食べ物に親しみながら咀嚼や嚥下を繰り返し幼児食へ移行する。自分

の手で食べたいという意欲が芽生え、食べ物に手を伸ばして食べる。目で確かめたりしながら口へ運ぶなど

自分の意思で食べる喜びを感じるようになる。  

 

 

 

 

 
 

 

１１ 



 

６か月～1 歳３か月未満 
  

1 期   

 

仰向けで玩具を手にして遊んでいたＭが持っていた玩具を落としてしまう。落としてしまった玩具を探

しているのか、頭を左右に動かしていると違う玩具が目に入った。手足を動かし玩具を取ろうと盛んに寝

返りをしようとしているが、もう少しのところで寝返りができない。保育者が声をかけながらＭの足の動

きに合わせてお尻を少し支えてあげると寝返りができた。「できたね」と保育者が声をかける。Ｍは保育者

の声かけにびっくりした表情だったが、保育者が喜んでいるのが分かり、玩具に手を伸ばし嬉しそうに笑

った。 

 

【かかわりのポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

２期 

・寝返りをしようとしている子どもの様子を見守りながら、子どもの姿勢の移動や動きを妨げ

ないように援助する。子どもの手足の動きに合わせて保育者が玩具で誘ったり言葉がけし

たり意欲を引き出すように働きかけ、子どもが遊びの中で動きの獲得ができるようにして

いく。 

 

・安全で清潔な玩具、日用品等を周りに用意し環境を整え自由に体の移動ができるようにし、

その動きや遊びがゆったり楽しめるように共感したり援助していく。 

 

「安心できる保育者と」 

「もう少し・・・できたー」 

【かかわりのポイント】 

 

食事コーナーから担当保育者の声が聞こえると甘えて泣き始めるＴ。一緒に遊んでいた保育者が

抱き上げ「次は、Ｔちゃんの番だね。○○先生、食事のお支度してくるからね。」「先生来たら、ご

はんたべようね。」と声をかける。食事コーナーの方を振り返り担当保育者を探す。保育者が食事の

支度を終え、Ｔを迎えに行き「一緒にごはん食べようね」とやさしく声をかける。Ｔはにっこり笑

って手を伸ばし担当保育者に抱っこされて食事に向かった。 

 

・日々の関わりの中で自分を受け止めてくれる保育者との関係が積み重なり、顔はもち

ろん声も 

識別できるようになり安心できる存在になってくる。感情の発達と共に大人への愛着

行動をは 

っきりと表す。すぐに要求に応えられない時は優しく言葉をかけて、その後じっくり

向かい 

合い応えていく。 

・担当保育者との関係が強く結びつく大切な時期である。そのためにクラスの職員同士

が個々の 

対応を共通に理解して同じ思いで見守っていけるようにする。 

 

１２ 



６か月～1 歳３か月未満 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

    

 

 

・食事は子どもが楽しい雰囲気の中で喜んで食べられるように「食べることが楽しい」「自分で

食べたい」という意欲を大切にしながら援助していく。また、いろいろな食品の味や舌触り、

食材そのものの味に親しみ、手づかみ食べで自ら食べることなどたくさんの経験を積み重ね

ていく。 

・一人ひとりの食べるペースを大切にしていく中で、保育者が子どもの指さしや仕草を捉え「い

ただきます」「これ食べたかったのね」「おいしいね」「ごちそうさま」などの言葉を添え、楽

しく食べることを大事にしていく。 

 

保育者が子どもの前で「なかなかほい」と手遊びを始めると、子ども達が保育者の真似を

して玩具を持ち、床をたたいたり、左右に振ったりする。歌い終わると A が人差し指を立て

て見せる。保育者が「もう１回？」と聞くと「うんうん」とうなずく。保育者が歌いだすと

ＡとＢが繰り返し楽しんでいた。“もう１回”と指を立てる様子を見ていたＣは、自分の手を

じっと見つめ人差し指を立てようとするが、握ったままである。保育者がＣに「もう１回す

る？」と言うとにっこり笑った。 

 

３期 

４期 

【かかわりのポイント】 

 

「歌が大好き もう１回」 

 

【かかわりのポイント】 

 

食事に興味を持ち始めたが、まだ手づかみ食べをしようとしないＡ。自分で手を伸ばし器を触っ

て食べたい物を保育者に伝える。「これ食べたかったのね」と保育者が声をかけ、口に入れてあげ

ると嬉しそうに人参を食べる。時々様子を見ながら保育者が他の食品をスプーンに乗せ、口元に運

ぶと口を閉じて顔をそむける。Ａが食べたいと思えるように「お魚ここに置いておくね」と皿に置

く。隣のテーブルで魚を食べていたＢに、保育者が「お魚おいしいね」と声をかけていると、Ａが

その姿を見て魚を手でつかみ口に入れていた。食べてみたらおいしさがわかり、手づかみで自分か

ら食べるようになる。 

 

・保育者との信頼関係を深めるために一人ひとりの子どもと触れ合いを多く持ち、子どもの

欲求を受け入れていく。また保育者の真似をして表現することの楽しさに共感し、心の安

定につなげていく。 

 

・信頼関係のある保育者が指さしや言葉にならない思いを優しく受け止めることで安心し、

満足感が得られる。身近な大人を通して一緒に遊んで楽しいと感じられるように関わるこ

とで、周囲への関心が広がるようにする。 

 

「おいしいね もっとたべたい」 

１３ 



1 歳３か月～2 歳未満 
 

 

～自分から関わろうとする姿を大切にする～ 

 

発達の主な特徴 

 

【行動範囲の拡大】 

発達の大きな特徴のひとつは歩行の確立である。歩行の獲得によって自分の体を動かすことができるよう

になり、探索活動が盛んになる。歩くことが安定してくると、手や指先が使えるようになり、積木を３個以

上積めるようになる。様々な物を手に取り、物の出し入れなどを何度も繰り返し集中して遊ぶ。子どもと保

育者の間で物のやり取りが広がり、子どもの興味や関心、遊びへの意欲が盛んになる。 

 

 

 

【見立てつもりと言葉の習得】 

保育者との関わりによって、自ら呼びかけたり片言や一語文を話す。言葉で言い表せないことは指さし、

身振りなどで表し、自分の気持ちを伝えようとする。 

一語文や指さすものを言葉にして返していくことで、片言を盛んに使うようになり二語文を話し始めるが、

個人差は大きい。体を使って遊びながら様々な場面や物へのイメージを膨らませ、遊具などを使い遊びの中

からイメージを持って見立てて遊ぶようになる。一人で遊んだり、保育者や友達と遊んだりを繰り返しなが

ら、友達と共感することを学んでいく。担当保育者と信頼関係ができると他の保育者とも関わるようになり、

言葉でのコミュニケーションが芽生える。 

 

 

 

【周囲の人への興味、関心】 

友達や周囲の人への興味関心が高まり、自分の物、友達の物の区別がつくようになる。友達の遊んでいる

物が欲しくなったり、保育者と楽しそうにやり取りしている子どもを見ると近づいてきて興味を示すように

なる。友達の持っている物を強引に取ろうとして取り合いになり、相手を拒否し「いや」「だめ」と言葉で不

満を訴えてくる。保育者が仲立ちとなり、お互いの思いを汲みながら一緒に遊んでいくことで、子ども同士

の関わりが育まれていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 
 

１４ 



1 歳３か月～2 歳未満 
 

     「はいどうぞ ありがとう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

２期 

 

・ 

１期 

 壁に果物のポスターがあり、その前にいた A。イチゴの絵に触れて摘まむ真似をして「ぱく

っ」と食べることを繰り返していた。少し離れたところにいた保育者と目が合い「おいしい

ね」と声をかけるとにこっと笑う。すると保育者のところに歩いてきてイチゴを食べさせる真

似をしたので「おいしい！」と言うと嬉しそうな表情になった。保育者が「イチゴもう１つち

ょうだい」というと絵のところに歩いて行き、イチゴを摘まむ真似をして戻ってきた。繰り返

し遊んだ後に「S 先生にもイチゴあげようか」と言うと「ゴ」と言って S 保育者のところへ行

き、食べさせる真似をする。保育者とのやり取りを楽しみながら遊べるようになった。 

 
 

安心できる保育者を介しながらそれ以外の保育者にも心を開くようになる時期。安心でき 

る保育者が違う保育者との橋渡しをしながら遊ぶような連携が大切になる。 

子どもが興味を示したことに共感し、子どもと目線を共有しながら言葉にならない思いを

受け止め、言葉で返すことで言葉と意味がつながっていく。声をかけすぎずゆったりと遊

び、子どもの思いに言葉を添え、保育者とやり取りしながら遊びを広げていくようにする。 

 

「友達と同じが嬉しいな」 

 

お弁当箱にチェーンリングを入れ、お弁当を作っていた A。それを近くで見ていたＢが手を

伸ばし、お弁当を持って行こうとする。Ａは慌てて「あー」と声を出して“持っていかないで”

とアピールする。Ｂも「あー」と声を出しお弁当箱をつかんで手を離そうとしない。保育者が

そばに行きＢに「欲しかったの？」と声をかけるとうなずく。「じゃあ、同じお弁当を作ろう

か」と言うと「うん」とうなずき保育者と一緒にお弁当を作る。お弁当が出来上がると、先に

お弁当を持ち積木の電車に乗った A を見てＢも隣に座って体を揺らし、再現遊びが始まった。

「楽しいね～」と保育者が声をかけるとにっこりと笑った。 

 

【かかわりのポイント】 

 

チェーンリングやフェルト、お手玉などをいろいろな物に見立てて遊ぶようになり、遊びが繰

り広げられるようになる。そのためいろいろな素材の物を用意する。また、自分の物と友達の物

の区別がつくようになるが、時には友達の使っている物が欲しいと主張し、取り合いになったり

することもある。お互いの気持ちを汲みながら一緒に待ったり、気持ちが切り替わるまで見届け

たり、その子どもに合った働きかけをしていく。同じ物を介して友達の遊びを見て真似て、遊び

が展開できるようにしていくことが大切である。 

 

【かかわりのポイント】 

 



             

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

１６ 

 

 

 

 

 

 

 

３期 

４期 「じっくり遊ぶ」 

この時期は一人で遊べる時間も大切である。子どもがじっくり遊べるようにやりたい遊び

を見つけたり、安心して遊べる空間を作るようにする。保育者が集中して遊んでいる子ども

の様子を見守り、自分なりのイメージを持って遊んでいる子どものそばで、遊びが広がるよ

うな遊具をさり気なく置いたり、タイミングよく子どもの問いかけに応え「いっぱい並んだ

ね」などと共感していく。この時期は自分の思いや、やりたいことがはっきりしてくるので、

玩具の取り合いやひっかく、噛むなどの子ども同士のトラブルも多くなる。同じ玩具を複数

用意するなどの配慮をすることで、一人ひとりが遊びに集中できるようにしていく。 

【かかわりのポイント】 

 

棚の後ろ側に文字積木を並べているＡ。絵が見えるように横に並べるとその積木の上にまた文字積

木を重ね始めた。保育者はＡの遊びが壊されないよう見守る。２段目が出来上がると嬉しそうに保育

者を見たので「上手に並んだね」と声をかけると、嬉しそうにまたやり始めた。その様子を見ていた

Ｂが同じ遊びをしようとそばに来たので「ここでやる？」と誘いかけると「うん」と言って同じよう

に遊び始めた。 

探索活動が盛んになり、いろいろなことに興味を持ち、試したりする。友達が面白いことを始め

ると、自分もやってみようとする姿が多くなる。歩くことが楽しく、自由に好きな場所へと移動も

できるようになり、行動範囲が広くなる。気持ちのままに行動する姿に対して一人ひとりの要求や

情緒面を肯定的に受け止め対応する。 

身近な物を他の物に見立てて遊ぶこの時期は、社会性や言語の発達に欠かせない対人関係が深 

まる。安心できる保育者との関係の中で十分に探索活動ができるようにする。 

 

【かかわりのポイント】 

 

ままごとコーナーからクマのぬいぐるみを抱え小走りするＡに気づいたＢが、同じようにク

マのぬいぐるみを持ち、後をついて行く。保育者が「どこにおでかけするの？」と声をかける

と２人の足が止まった。「お弁当を持って行きましょうか？」と２人に声をかけ、一緒にまま

ごとコーナーに行く。保育者がお弁当にチェーンリングを入れる姿を見て、それぞれお弁当を

作り始める。手提げ袋に弁当箱を入れ部屋を歩きまわると、マットの上に座った。２人で顔を

見合わせ嬉しそうにお弁当を出して食べる真似を始める。 

 

「まねっこ！まねっこ！」 

1 歳３か月～2 歳未満 
 



 

 

～「じぶんで、じぶんで」を主張する 2 歳児～ 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 歳 
 

 

１７ 

【言葉を使うことの喜び】 

  ２歳の終わり頃には、自分のしたいこと、して欲しいことを言葉で表出するようになってく

る。また実際に目の前にはない場面や事物を頭の中でイメージし、身の回りにある物で見立て

たり「～のつもり」になって、楽しみながら簡単なごっこ遊びをするようになる。こうした遊

びを繰り返しながら、遊びの中で言葉を使うことや言葉を交わすことの喜びを感じていく。イ

メージが思うがままに行き交うことのおもしろさ、楽しさを味わいながら、身近な大人や子ど

もとのやり取りが増えていく。 

 

【基本的な運動機能】 

  歩いたり、走ったり、跳んだりなどの基本的な運動機能が伸び、自分の体を思うように動か

すことができるようになる。様々な姿勢をとりながら体を使った遊びを繰り返し行う。その動

きを十分に楽しみながら人や物との関わりを広げ、行動範囲を拡大させていく。 

  また、紙をちぎったり、破いたり、貼ったり、なぐり描きをするようになるなど遊びが広が

り、探索意欲が増し、自分がしたいことに集中するようになる。指先の機能の発達によってで

きることが増え、食事や衣類の着脱、排泄など、自分の身の回りのことを自分でしようとする

意欲が出てくる。 

 

 

【自己主張】 

子どもの自我が育ち、生活や遊びの中で自分のことを自分でしようとする意欲が高まり、

自分の意思や欲求を言葉で表そうとするようになる。「じぶんで」「いや」と強く自己主張す

ることも多くなり、思い通りにならないと泣いたり、かんしゃくを起こしたりする場面もあ

る。 

このようなありのままの子どもの姿を肯定的に受け止め、「わかった」「いいよ」と、気持

ちに寄り添い、共感することを積み重ねていく中で、子どもは自分を尊重してもらえたとい

う実感が持て、安心して自己を表せるようになる。一方で、自分の行動の全てが受け入れら

れる訳ではないことにも徐々に気付いていく。子どもは自分のことを信じ見守ってくれる大

人の存在によって、自己主張を繰り返しながらも、何をしたらよいのかを考え時間をかけて

自分の感情を鎮め、気持ちを立て直していく。そのことにより、思い通りにならないことや

困難なことに対しても乗り越える力が育まれていく。 

 

発達の主な特徴 

2 歳 



Ａがレールをつなげ汽車で遊んでいた。そこへＢがきて「赤いのがいいの」と汽車を欲しがった。

保育者は「Ｂちゃんも使いたかったのね。今、Ａちゃんが使っているから後で貸してもらえるか聞い

てみようか」と言い、Ａに２人で声をかけてみたが｢だめ、使ってる！｣と断られた。Ｂは｢いやなの、

欲しいー！｣と泣き出した。保育者に「ＢちゃんもＡちゃんと同じのが欲しかったのね。」と声をかけ

られると、Ｂは大きな声をあげて泣き続ける。保育者がＢの涙を拭いていると、しばらくしてＡが「お

わった」と汽車を差し出した。「Ｂちゃんよかったね。Ａちゃんありがとう」と２人に声をかけると、

Ｂも小さい声で「（ありが）と」と笑顔で受け取り遊び始めた。 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１８ 

同じ玩具が手に入れば満足、というわけではなく、“Ｂちゃんが使っているあのオモチャが欲し

い”といったＡのこだわりはこの時期らしい姿であり、その気持ちをまずは受け止めていく。生活

や遊びの場面での「こうしたい」「こうでなくてはいやだ」というこだわりを大切な育ちと捉え、じ

っくりと付き合う姿勢が求められる。また、いったん気持ちを受け止めた後、子どもの高ぶった気

持ちが落ち着くまでの「間」をとることで、子ども自身が別なことに気持ちを向けたり、受け入れ

たりするなど立ち直るきっかけがつかめるようにしていく。 

 

園庭で遊んでいたＡが、泥水をすくってペットボトルに入れていた。保育者が“じょうご”を渡

すとＡも興味を示して使い始める。それに気付いたＢがやってきて、じょうごを使いたいと要求し

た。保育者が黄色いじょうごを渡したところ、ＡはＢが手にした黄色いじょうごが欲しいと大泣き

する。「Ｂちゃんのが欲しかったのね」と保育者はＡの気持ちを受け止めるが、Ａは泣いて主張し続

けている。その後Ｂと保育者がそばで楽しそうに水の移し替えをしていると間もなく泣き止み、そ

の様子に目を向け始めた。 

 

１期 

２期 

「友達の使っているのが魅力的」 

「欲しかったんだと、しっかりと主張」 

 

【かかわりのポイント】 

 

【かかわりのポイント】 

 

保育者や友達の働きかけに対して「いや」「だめ」と意思表示することが多くなり、Ｂもどう

にかして自分の要求を通そうと激しく自己主張する。保育者は「これがいい・これじゃないと

いやだ」という子どもの気持ちを受け止め、言葉にして共感する。泣いたり怒ったり、思い通

りにしたいと様々な方法で表現する姿に対して、保育者がしっかりと気持ちを受け止めること

で、たとえ要求が全て通らなくても理解してくれる存在があることで納得し、次へと向かえる

ようにしていく。 

 



2 歳 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１９ 

Ａが保育者に「お風呂やろう」と誘いに来た。「お風呂はどこにするのかな」と声をかけると牛乳パ

ック積木を持ってきて並べ始めた。それを見ていた B が「何してんの？入れて」と寄ってきた。「お

風呂だよ、いいよ」と一緒に作り始め身体を洗っていると「シャワーしてね。きれいにするんだよ」

とＡが玩具を頭に当ててギュッと目を閉じた。保育者が「目に石鹸が入ると痛いものね。」というと

「うん、だって痛いんだよ。Ａ泣かないんだよ」と得意気に話す。Ｂも「Ｂちゃんもシャワーする。

泣かないよ、みてみて」と頭に玩具を当てた。保育者が「すごいね。頭からかけても泣かないんだね。

お姉さんだね」と声をかけると嬉しそうに顔を見合わせていた。 

ＡとＢは日々の経験の中から「お風呂」というイメージを持ち、保育者を仲立ちとしながら遊びが

つながった。この時期は保育者や友達のすることに興味を示し真似するようになる。「～のつもり」

になっての見立てや世話遊びから、短時間ではあるが保育者や友達とままごとなどの簡単なごっこ遊

びを楽しむ姿が増えてくる。保育者は子どもの発想やイメージが膨らむようにその思いに寄り添い、

共感し、遊びが展開するように援助していくことが大切である。その積み重ねの中で、安心できる大

人や友達と一緒に過ごすことが楽しいと思える経験をたくさん感じられるようにしていく。 

部屋で何人かが赤ちゃんに見立てた人形にミルクを飲ませたり、ご飯を食べさせたりして世話遊び

をしていた。そこへＡが来て、Ｂが使っていたミルクを指し「Ａもミルクが欲しい。貸して」と言う

が断られた。その後Ｂはミルクを棚の上に置き、人形を連れてその場を離れた。Ｂがいなくなった後、

ミルクに気付いたＡはその場から持ち去った。戻ってきたＢは「Ｂちゃんの」と主張し取り返す。Ａ

は「使ってなかった」と言い返すが、聞き入れてもらえない。保育者はＡの使いたかった気持ちを受

け止めながら「Ｂちゃんが使ってたみたいだよ」と声をかけ見守る。しばらくして C が「ジュース屋

さんです。ぶどうジュースはいかがですか」と保育者に声をかけてきたので「おいしそうね、いただ

きます」とやり取りが始まった。するとしょげていたＡが笑顔でやってきて「ジュース屋さんです。

れもんジュースはいかがですか」と遊びに加わった。 

 Ａは、始めはミルクを使いたかったが使えず、そのことにこだわっているように見えたが、別の

遊びに興味や関心が向くと気持ちを切り替える。友達の存在や何気ないひと言によって、遊びが広

がったり、こだわりが切り替えられるきっかけになることもある。保育者は子ども同士のやり取り

を見守ると共に、言葉や表情からその時の感情を汲み取りながら思いを聞いたり、必要に応じて代

弁をしていく。また、友達と楽しく遊ぶ経験を積み重ね、思い通りにならない場合でも気持ちの切

り替えができるような仲立ちをしていく。 

 

３期 

４期 

「気持ちを切り替えて」 

 

「同じイメージで楽しいね」 

 

【かかわりのポイント】 

 

【かかわりのポイント】 

 



3 歳 
 

～何でもやりたい意欲いっぱいの３歳児～ 

 

発達の主な特徴 

 

【基本的生活習慣】 

  食事・排泄・衣類の着脱など、基本的な生活習慣がある程度自立してくる。例えば、不完全ながらも箸

を使って食べようとしたり、排泄や衣類の着脱などを自分からしようとする。 

  基本的な生活習慣がある程度自立することにより、子どもの心の中には「何でも自分でできる」という

意識が育ち、手助けを拒むことが多くなる。自分の意思で生活を繰り広げようとすることは子どもの主体

性を育み、意図を持って行動することや、自分の生活を律していくことにつながる。 

 

 

【運動機能の発達】 

基本的な運動能力が育つ。歩く、跳ぶ、押す、引っ張る、投げる、転がる、ぶらさがる、またぐなどの

様々な動作や運動を十分に経験することにより、自分の体の動きをコントロールしたり、体を動かすこと

が好きになり、いろいろなことに取り組むようになる。 

 

 

【言葉の発達】 

  挨拶や返事など生活に必要な言葉を使うようになり、日常生活での言葉のやり取りができるようになる。

自分の思ったことや感じたことを言葉に表し、保育者や友達と言葉のやり取りを楽しむようになる。知的

好奇心もより強くなり「なぜ」「どうして」といった質問が多くなる時期である。やり取りを通して、言葉

による表現がますます豊かになっていく。 

 

 

【友達とのかかわりと社会性】 

  自分のことを「わたし」「ぼく」と言うようになるなど自我が成長するにつれて、認識面で家族、友達、

保育者などの関係が分かり始める。周囲への関心や注意力、観察力が伸びてきて、見たり聞いたり、人と

関わる力が育っていく。遊びの場面では、場所を共有し一人ひとりが独立して遊んでいるように見えなが

ら、友達の遊びを模倣したり、玩具を仲立ちとして子ども同士で関わったりする姿が見られる。時には、

玩具の取り合いから喧嘩になることもあるが、徐々に友達と分け合ったり順番に使ったりするなど決まり

を守ることを覚え始める。このような経験を積み重ねながら友達との関係が深まっていくと、子どもは

様々な玩具を使って夢中で遊んだりイメージを広げながらごっこ遊びを楽しみ、その中で身の回りの大人

の行動や日常の経験を取り入れて再現するようになる。物事の続きを期待しながら、友達とイメージを共

有し、一緒に遊ぶ楽しさや心地良さを経験することにより社会性を育んでいく。 

 

 

  

 

       

                                                   

 

 

 

 

２０ 



ＡとＢは２人とも「お父さん」になったつもりでそれぞれのイメージで遊んでいる。３歳前後

は身近な大人の行動や日常の経験を取り入れて再現して遊ぶようになる。また、場を共有しなが

らそれぞれが独立して遊ぶ『平行あそび』が中心であるが、平行して遊びながらも他の子どもの

遊びを模倣したり、保育者の仲立ちで友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わえるようになってくる。友

達との関わりも増えてくるので、保育者は仲立ちとなり互いの気持ちを汲むことを大切にし、言

葉を交わしたりやり取りをしながら一緒に遊ぶことの楽しさを知らせていく。 

 

何でもやりたいという思いが育つ３歳児。子どもたちは、友達がやって見せたり、声をかけ

てくれたりしたことがきっかけとなり、自分もやってみようと行動に移す。そこでできたこと

が自信となり、次の行動への意欲につながっていく。保育者は、子ども達が周囲への興味や関

心が広がり、互いに刺激し合いながら成長する姿を大切にしていく。一人ひとりの状況をよく

観察し「やってみよう」とする子どもの意欲を受け止め、ほめたり認めたり励ましていく。その

中で他の子どもの状況や思いにも気付けるように丁寧に援助していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂場でのお団子作りをきっかけにお家ごっこが始まった。ＡとＢが急に「ぼくが！」「ちがう！Ｂ

が！」と言い合いになる。保育者が「どうしたの？」と聞くとＡが「ぼく、お父さんがいい」Ｂも

「Ｂがお父さん」と言う。保育者が「２人お父さんでもいいんじゃない」と声をかけると２人の表

情が明るくなり「お仕事に行ってくる」と言いながら、それぞれがその場を離れて行った。数分後

Ｂが「ただいま～」と戻り、保育者に「早く帰って来たでしょ。Ｂが先生を守ってあげるからね」

と頬を寄せてきた。Ａも「ただいま、お土産に本買ってきたよ」とお土産を渡す真似をした。その

後も２人は、「会社に行ってきます」「ただいま」とやり取りを繰り返したり、ほかの子どもの遊び

に加わったりしながら、またお父さんになって戻り、しばらくお家ごっこが続く。 

 

「２人とも お父さん」 

 

【かかわりのポイント】 

 

【かかわりのポイント】 

 

プール遊びで水面に顔つけができるようになったＡが、水に顔を近づけるのが不安そうな数人

の友達の前で「Ｂちゃん、見てて」と勢いよく顔をつける。それを見ていた子どもが「わたしも」

と言って一瞬だが顔をつけた。保育者が「すごいね。できたね」と声をかけると嬉しそうな表情

になった。しばらくすると今度は、他の子どもも「えいっ！ってすればできるから見ててよ」と

水面に鼻先だけをつけて「ほらね」とやって見せた。その姿をじっと見ていたＢがゆっくりとプ

ールの中にしゃがみ、唇位まで水につけることができた。保育者と目が合うと笑顔になった。 

「意欲いっぱい」 

3 歳 

１期 

２期 

２１ 



3 歳 
 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 

３期 

４期 「ごっこ遊びに広がって」 

 

「わかってはいるけども・・・」 

 

ホールでタッチ鬼をする。初めはルールを伝えながら保育者が鬼になり「タッチ」してつかまえ

たら鬼ゾーンへ連れて行った。子どもたちは捕まらないようにと、必死で逃げるが次々と鬼ゾー

ンへ連れていく。繰り返し遊んでいると、A が「鬼になりたい」と言い出す。Ａが鬼になると友達

は「鬼さんがんばって捕まえて」と応援しながら逃げていく。A は狙いを決めて次々とタッチを

する。Ｂは捕まると「A ちゃんがバシッてやった！」と怒り出した。Ｂに話を聞くと「だってタッ

チがいやだったんだもん」とうつむき加減に下を向いて言った。保育者は、Ｂに「そうか。じゃあ

Ｂちゃんが鬼になった時にがんばって誰かをタッチしちゃおう」と励ますとニコッと笑って走り

出した。 

 

【かかわりのポイント】 

 

簡単なルールのある遊びでは、保育者や友達と一緒に遊びたいという思いがあると同時に、

捕まることに対して抵抗がある時期でもある。Ｂは捕まった悔しさを叩かれた（タッチされた）

ことに置き換えて表現し、葛藤する。保育者は一人ひとりの思いや表し方を丁寧に受け止め、

共感し、子どもが次へと向かう意欲が持てるよう援助していく。また、遊びを繰り返し経験す

る中でルールを知り、保育者や友達と一緒に楽しみ、自己を伸び伸び発揮できる力を育んでい

く。 

 

お気に入りの人形で世話遊びをしているＡに「一緒に行こう」と誘うＢ。２人で箱をバギー

に見立て人形を乗せ紐で引っ張りながら室内を歩きまわる。時々、人形に母親のように話しか

けたり覗き込んだりしている。「もうすぐ着くよー」と、バギーから降ろし抱き上げて買い物を

楽しむ。ままごとコーナーでは、レストランの準備をしている３～４人の子ども達が２人を「い

らっしゃいませ」「何か食べますか」と迎え入れる。メニューを手にすると「おいしそうだね」

「これにしようか。でも、ミルクあるかな～」とつぶやく。するとレストランの子どもが「ミ

ルクもあるよ」「みんなおいしいからね」と、店員になりきっていた。 

 
【かかわりのポイント】 

 

子どもたちは、自分の経験を遊びの中に取り入れイメージを広げ、言葉や動きで表し遊ぶ

ようになる。気の合った友達同士での世話遊びに興味や関心を示した友達が加わり、イメ

ージを共有してごっこ遊びへと展開する。保育者は、子どものイメージを大事にし、必要

に応じて声をかけたり、 

一緒に楽しんだりしながら遊びが広がるよう援助し、見守っていく。また、玩具、遊具な

どを用意し環境を整えていく。 

 



 

 

 

 

 

 

【全身のバランス】 

運動能力が発達し、「～しながら～する」というような行動ができるようになり、５歳児と一緒にルールを

守り楽しめるようになる。体のバランスを上手くとり、楽しむようになる。手先が器用になり道具を使って

制作しようとする。 

 

【基本的な生活習慣に向けて】 

自分のできることは自分で進んでしようとする。また、保育者がやっている事を手伝い、やりたい気持ち

が高まってくる。 健康に関心を持ち様々な食べ物を食べようとする。 

 

【身近な環境への関わり】 

水、砂、土、草花、樹木といった身近な自然物を使って遊ぶ。虫や動植物に興味を示し、積極的に見たり

触れたりして関わりを持とうとする。自分の手足を使い、五感を働かせて見たり触れたりすることを何度も

繰り返し経験することで、関わり方や遊び方を体得していく。 

 

【認識・言葉】 

未来、過去の時間感覚を表わす言葉を使う。友達の前で自分の考えたことや経験したことを話そうとする。 

 

【想像力の広がり】 

仲間と言葉や遊びのイメージが共有でき、構造遊びやごっこ遊びなど一緒に遊ぶようになる。  友達と

イメージを膨らませひとつの物語の役割を演じることを喜ぶ。想像力も豊かになり、様々な素材や用具を使

って、自分なりに工夫して表現することを楽しむ。 

    

【葛藤の経験】 

友達と鬼ごっこや中当てなどの簡単なルールのある遊びができるようになる反面、自分なりの解釈をした

り、ルールを守ることができずに葛藤することがある。周りからの評価を意識し始め、友達からの注意を嫌

がり、わかっていても「みないで」「こないで」などの表現をする姿があるが、保育者が思いを汲みながら対

応していくことで少しずつ折り合いをつけられるようになる。年下の子との関わりで優しく接しようとする

が、十分に気持ちに添えないところがある。自己の気持ちをコントロールしようとするようになり、少し我

慢できる姿が出てくる。 

                                                    

【自己主張と他者の受容】 

相手の気持ちに気付けるようになり、共感できることが増えてくる。同じイメージで友達と一緒に遊び、

仲間に入りたいという思いを相手に伝えて集団が少しずつ大きくなってくる。５歳児や友達のやっているこ

とに刺激を受けたり憧れがあり、真似をし始める。できないところは大人に自分の思いを言葉で伝え、手助

けしてもらいながら実現しようとする。覚えたことや知っていることを口にし、誰かに伝えたいと思う姿も

みられる。また「なんで～になるのか」など疑問や不思議に思った事を質問して、人と関わる楽しさを感じ

る。自分の経験したことや自分の思いを言葉で親や保育者に話したり友達に伝えようとする。 

 

 
 

２３ 

～生き生き、個性豊かな 4 歳児～ 

 

発達の主な特徴 

 

4 歳 



４歳 
       

 

 

春をイメージする絵本の読み聞かせをしてから散歩に出かけた。絵本の内容と同じように「春」探しをす

る子ども達。Ａ「あっ、だんごむしだ」早速だんご虫を見つけ手のひらに乗せる。Ｂは壁の穴の排水溝を覗

いて枝を差込みながら「もう春ですよ、誰かいませんか」としゃがみこんで枝をツンツンと動かしている。

「先生こんなもの付いてきた」と差し込んだ枝の先に白い綿のような“くもの巣”が付いてきてとても嬉し

そうである。てんとう虫を見つけたＣは指差ししながら「本と一緒だね」と言い、じっと見ている。 

 

【かかわりのポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２４ 

 

子どもたちが身近な自然に興味や関心を持ち、親しみながら遊びの中に取り入れていけるよう

にする。日頃から動植物や土、砂、水や光などの自然を感じ、触れる機会を多く持つことを意識

して保育を行っていく。図鑑を使って調べたり、園内でも実際に生き物を飼育し世話をすること

で、実体験の中から観察力や他者を理解できる心が育まれていく。 

絵本の読み聞かせをすることで子ども達の行動には変化が見られ、興味や関心を持つきっかけ

となった。身近な自然に触れることは考える力を培い、好奇心や探究心が掻き立てられる。見た

事や体験した事を保育者と共感しながら、表現することの楽しさを味わえるようにする。 

どうやったらビー玉がうまく転がるのかを一生懸命考えながらそれぞれが思いを出し合い、

徐々にまとまっていく展開を見守っていく。魅力的な遊びにはその仲間に入りたいという気持ち

が生まれ、その思いを相手に伝えながら集団が少しずつ大きくなっていき、遊びが発展していく。

みんなで一緒に遊ぶことが楽しい、おもしろいという経験を積み重ねる。伝え合うことや共感し合

うことで、子どもが力を合わせて遊びを展開できるように見守ったり、援助したりしていく。 

１期 

２期 「どうやったらいいかな？」 

 

「春を探しに」  

【かかわりのポイント】 

年長児の遊ぶ様子を見てＡが「ビー玉を転がす道を作ろう」と提案し、B・C が「やるやる」とレ

ールをつなぎ始めるが、床に平面的に並べるためビー玉は転がってはいかない。A「そうか、高くす

ればいいんだ」と気付く。Ｂ・Ｃにも伝えるが、３人がそれぞれに作っていくためレールはつながら

ず、ビー玉は途中で落下して「あ～あ」と落胆していた。Ａ「ここから落ちたんだから、レールを近

づけよう」と修正し始めた。しかしなかなかうまく転がらず試行錯誤していた。Ｂ「そうだ。横から

落ちないように壁を作ろう」と言い、道に沿ってレンガブロックで壁作りを始め、少しずつ試しな

がらビー玉を転がしていった。道は完成し、スタート地点からゴールまでビー玉は転がりきった。

「やったぜ！」と大喜びの３人だった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

     

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２５ 

日々の活動の中で４、５歳児クラスとの関わりも多くなり、大きいクラスの子どもがやっ

ていることを真似してみたり、憧れの気持ちが育ってくる。また、遊びに対してイメージの

共有もできるようになるので、子ども達が役割を持ってごっこ遊びを楽しめるように保育者

も一緒に関わりながらすすめていく。お店屋さんごっこを通して３歳児なりのイメージを持

って楽しめるように手助けしていく。子ども同士の遊びがお互いに見えるようにし、大きい

クラスの子どもたちと一緒にやった、教えてもらったという経験ができるように援助してい

く。 

３期 

４期 

「ぼくが転がしたかったけど…」 

転がしドッジボールをする。何度かやっているのでルールはわかっているが、外野はボールが

来ると「自分が！」という思いでボールを追いかける。転がって来たボールをＡとＢが取り合い、

自分が先に取ったと主張して譲らない。Ｃ「けんかしているとみんな逃げちゃうよ」と言い、Ｄ

「そうだよ！Ａのせいでつまんなくなっちゃう」と言う。それでもＡとＢは互いにボールから手

を離そうとしない。Ｃ「じゃあ、ジャンケンしなよ！」と言うとそれを聞き入れ、２人はジャン

ケンをし、Ａが勝ってボールを転がすことになった。その姿をじっと見つめ、ボールの行方を目

で追うＢ。転がっていったボールを次に手にしたのはＤ。その時Ｂは怒った表情をしながらも、

Ｄのボールを奪わずに我慢していた。 

 

【かかわりのポイント】 

 

「お店屋さんごっこ」 

お店屋さんごっこで 4、5 歳児が決めた店の名前を聞き、作業を一緒に行う。看板作りで

はデザインを 5 歳児が行い、3 歳児の子どもたちが色を塗ったり折り紙の飾りをつけるな

ど、出来ることを行う。折り方がわからない時は 5 歳児が手をとって優しく教えてくれるの

で、その後も頼りにする姿が見られる。お店屋さん当日は異年齢のペアで回り、一緒に行動

することで関係も深まっていった。売り手になった時には 3 歳児がスタンプ係になり、お客

さんのカードにスタンプを押す。5 歳児に「上手に押せたね」と言われると誇らしげな表情

である。また、4，5 歳児と一緒に「いらっしゃいませ」と言って呼び込んだり、お客さんへ

の対応の仕方を見て真似ながら自分の役割を果たしていた。 

 

【かかわりのポイント】 

友達と一緒に簡単なルールのある遊びができるようになるが、まだまだ“自分が”と自

己主張する年齢である。その主張で互いにぶつかり合う姿が見られ、友達との関わりの中

では様々な葛藤も生まれてくる。また、４歳児は客観的に自分を見ることができるように

なる。相手の行動の良し悪しを指摘したり、友達から見られているという意識も芽生え「～

だけど～する」と自分の気持ちに折り合いをつけようとし、気持ちをコントロールする力

となっていく。子どもが友達の思いに気付いたり、互いに主張し合いやり取りする場面を

大事にし、見逃さずに思いを受け止め、自信につなげていくようにする。 

4 歳 
 



5 歳 
～育ちあい、たのもしい 5 歳児～ 

 

 

発達の主な特徴    

               

【基本的生活習慣の確立】 

基本的な生活習慣が身に付き、保育者に指示されなくても一日の生活の流れを見通しながら行動すること

ができるようになる。自分の役割が分かり、人の役に立つことが嬉しく、すすんで保育者の手伝いをし、当

番活動に責任を持つ。健康に興味を持ち、病気の予防と清潔との関連に理解を示し、生活に必要なマナーが

守れるようになる。 

 

【全身運動】 

長い距離を歩けるようになり、相手の歩調に合わせることができる。運動能力が育ち、走り縄跳びやボー

ルをコントロールして投げられるなど、身体の機能を協応させた複雑な運動ができる。また、手先も器用に

なり結ぶ、絞るといった動作もできるようになる。 

 

【目的のある集団行動】 

見通しをもった行動ができる。目的を持ち、様々な行事の取り組みに対して、友達と協力し話し合いなが

ら活動ができる。一定の時間椅子に座って保育者の話を聞くことができる。クラスの活動の中で目的を持っ

て自ら努力したり、頑張っている友達を励ます姿が見られ、他者を認める気持ちが育つ。喧嘩の仲裁やクラ

ス内に問題が起きた時すぐに保育者に頼らず、自分達で解決しようとする姿が見られる。集団としての機能

が高まり、友達と話し合いながら自分たちで遊びを進め、自分の思いや考えを言葉で伝えてイメージを共有

する。友達と協力し、ルールを守って遊べるようになる。 

 

【思考力の芽生え】                          

遊びの中で、曜日や時間を理解し始め、今は何をする時間かを意識して行動するようになる。また、数を

数えたり文字に興味を持つようになる。納得できない事に対して反発したり自分の意見を主張しながらも、

自分なりに物事の良し悪しを判断したり、相手の間違った行動を正す力が芽生え調整する力が育ってくる。

自分で考えながら、自分の気持ちをわかりやすく表現したり、相手の気持ちを聞こうとする力が育つことで

相手を認められるようになってくる。イメージが広がり、いろいろな素材を組み合わせて描いたり作ったり

して工夫することを楽しむ。 

 

【仲間の中の一人としての自覚】                    

行事など自分の目標、クラスの目標に向かって取り組むことができる。友達と一緒に遊ぶ中で、勝ち負け

のゲームなどをした時負けた悔しさから「○○が○○だから負けた」と相手に言い、思い通りにならないこ

とを経験する。仲間の中で様々な葛藤を体験し、違う意見があることに気付き、認めたり、受け入れたりす

ることができるようになる。周りの状況が良くわかるようになり、困っている人がいるとそのことに気付き

助けようとする。また、生活や活動に責任や見通しが持てるようになり、できないことに対して自ら努力し、

仲間を応援する気持ちが育つ。 

 

 

 

 
２６ 



5 歳 

 

 

 

 

 

 

 

【保育者のかかわりのポイント】  

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 
 

      

 

 

 

 

２７ 

人数報告を年長組の子どもたちと一緒にやりながら当番の引き継ぎを行っていく。４歳児は興

味津々の表情で５歳児について行く。調理室で自分たちが伝える番になると緊張した面持ちで調

理室のドアを開けるが、なかなか声が出ない。後ろから５歳児が小声で耳打ちしてくれた言葉を

なんとか同じように伝えた。不安な気持ちを互いに手を握り合うことで紛らわせていたが「はい、

わかりました。どうもありがとう」と職員から言われてほっとした表情を見せ、部屋に戻って来

た。担任から「おかえり」と声をかけられると「ドキドキしたね」と顔を見合わせていた。 

 

絞り染めでこいのぼり作りをするために何を使いたいか子どもたちと話し合い、石ころやペット

ボトルのふた、大きさの違うビー玉を子ども達と一緒に用意した。保育者がグループごとに子どもた

ちの目の前でしばり方を見せていく。輪ゴムは１回ごとにねじり引っ張りながら強めにかけていく

ことを何度か行い、知らせる。保育者が「できるかな？」と声をかけると、子どもたちは「うん、で

きる」「わかった。大丈夫」と言う子と、少し首を傾げる子がいる。実際にやってみると、力加減も

丁度良くゴムかけができている子がいる一方で、Ａはゴムのかけ方に戸惑いうまくいかない。保育者

と一緒だとできるのだが、自分でやろうとするとゴムがゆるくなってしまう。保育者とＡとのやりと

りに気付いていたのであろう、ＢがＡに「もっとゴムを引っ張るんだよ」と言い、ＢはＡのゴムかけ

を一緒に手伝い仕上げようとする。 

 

事例１ 「もうすぐ年長」 

事例２ 「グループで絞り染めをやろう」 

【かかわりのポイント】 

５歳児は手先が発達し、いろいろなことに興味と関心を持って取り組み、少し難しいことにも

挑戦できるため、絞り染めを保育に取り入れた。活動に必要なものを自分たちで話し合い、具体

的にイメージさせることで意欲も増す。共通のイメージを持ってグループで活動する中で、自分

と友達との意見の違いを話し合い、自分のことだけではなく友達のことにも気付けるようにして

いく。助け合える仲間関係につながる今の姿を大切にし、子ども同士のやり取りを見守り「自分

たちでできた」という充実感と自信が持てるようにする。また、一人ひとりの良さを引き出して

いくことで、仲間関係の深まりを援助していく。 

４歳児は卒園式の練習に参加したり当番活動の引き継ぎが始まることで、子どもたちの意識に少

しずつ変化が見られてくる。次は自分たちが年長組になるという意欲を引き出していくためにも、

より身近で具体的な活動を経験させていくようにする。人数報告は緊張感を伴いながらも年長クラ

ス進級への期待感を膨らませ、意欲的に取り組める活動である。子どもたちは、担任以外の職員との

関わりや、自分の言葉で説明したことが伝わる喜びを感じられる。４、５歳児クラスの職員の連携を

密にして活動を進め、年長クラスへの憧れや期待を高めていく。 

 

 

【かかわりのポイント】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

【かかわりのポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２８ 

春に田んぼを作って稲を植え、毎日水やりと草取りの当番をして世話をしている。夏には、「こ

れをちゃんと取らないとお日様の光が土の中まで届かなくてお米に栄養がいかなくなるんだよ」

と言いながら水に浮く藻を取っていた。稲の横に立ち、背比べをして稲が生長する様子を観察し、

穂が付き始めるとスズメから守るためにみんなで案山子を作った。収穫の日、「固くて切れないよ

～」「農家の人はこれをいつもやっているんだから頑張らなくっちゃね」と、友達同士で言い合い

ながら稲を刈り天日に干している。その米を脱穀し、毎日少しずつすりこぎで“もみ”をすり、

時間をかけて玄米にする。精米の日、玄米から白米になる様子を見て「うわ～。まっしろい」「こ

こまで頑張ったからふわふわのお米ができるよ」と感動していた。待ちに待ったおにぎりパーテ

ィーでは、一人ひとりが炊けたご飯をラップに乗せてもらい、両手で大事そうに握りながらなか

なか食べようとしない。やっと口に入れると「おいしい、こんなにおいしいおにぎりは初めて」

「よく噛むと甘くなる」と歓声をあげていた。 

 

４歳児クラスの時に年長クラスの子どもの姿を見ながら稲を育てる手伝いをした経験を生か

し、５歳児クラスになると自分たちで稲作りを進めていくようになる。その中で、世話を楽しみ

ながらも当番としての役割も担っていく。 

収穫までには時間や手間がかかるが、保育者が手伝いながら子どもたちの発見、気付き、感動

から知的好奇心を高め、根気や喜びなど様々な経験を大事に進めていく。自分たちの体験を通し

て作ってくれる人への感謝、食べ物を大切にする気持ちを育てる。また、自分たちが育て収穫し

たものを使って調理体験をする中で、用務職員や栄養士、調理職員など様々な職種の人の協力が

あることを伝えていく。みんなで作ったり食べたりしながら食への関心を高めていく。 

 

事例３ 

5 歳 

 

「米作りを通して」 



6 歳 
              ～移行期～   

 

発達の主な特徴 

   

【子どもの姿】 

全身運動がなめらかで巧みになり、快活に跳び回れるようになる。これまでの経験から、活動や予測

の見通しを持つ力がつき意欲が旺盛になる。仲間の意思を大切にしようとし、役割の分担が生まれるよ

うな協同遊びやごっこ遊びを行い、満足するまで取り組もうとする。様々な知識や経験を生かし、創意

工夫を重ね、遊びを発展させる。思考力や認識力も高まり、自然事象や社会事象、文字などへの興味や

関心も深まっていく。身近な保育者に甘え、気持ちを受けとめてもらいながら、様々な経験を通して自

分の力で取り組もうとする力が一層高まる。     

     

 

【巧みな全身運動】 

６歳を過ぎると身体的発達に加え、年長としての自覚や誇りを持った姿が見られるようになる。全身

の動きがなめらかになり、様々な運動に意欲的に挑戦するようになる。手先の動きも一段と細やかにな

り、材料や用具を用いて工夫し製作するなど、様々な方法で表現をするようになる。 

 

 

【自主性と協調性の態度】 

仲間の中での約束が大事になり、守ろうとしたり、集団遊びが活発になり、遊びの中で役割が明確に

なる。子どもたちは役割を担い協同しながら遊びを持続し、様々な役割を考え、試行錯誤しながら満足

いくまで楽しむ。 

仲間の一員として認められ、遊びの楽しさを共有するために友達の主張に耳を傾け、共感できるよう

になる。意見を言い合うことで互いの主張を認め合い、仲間と意見を調整することが出来るようになり、

人との関わりの中で自信と協同の姿勢や態度が身につく。 

 

 

【思考力と自立心の高まり】 

これまでの活動や経験を通して達成感を感じ、自分に自信がつき、様々な事に関心を示し、意欲的に

関わるようになる。自分の考えを言葉で伝える、文字を書く、読むなど思考力が高まり、社会事象や自

然事象などに対する認識も広がる。 

様々な経験を通し、対人関係が深まり、自立心を高め就学への期待を持つ。 

 

 

 

 

 

 
 

２９ 



    
                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～活動の見通しをもつ、持ち物の管理をする～ （生活） 

【目ざす子どもの姿】 

☆一日の生活を見通し、状況に応じて行動したり、自分達で生活を進めたりする。 

☆話を聞く時の態度が分かり、状況に応じた行動ができる。 

☆身の回りのことは自分でする。（衣服の着脱、調節、服をたたむ、片付け、排泄の始末） 

☆遊ぶ場や活動に応じて持ち物の準備や整理が出来る。 

☆挨拶をしたり、感謝の気持ちを伝えることが出来る。 

 
【経験させたい内容】 

 事例１ 「一日の流れを見通して行動する」 

 

事例２ 

２３２

保育者が散歩に行くことを伝えると子どもたちは、自分から遊んでいた玩具を片付けたり、友

達がトイレに行って準備していることに気付いたり、友達にも片付けやトイレに行くことを伝え

る。散歩から帰り、着替え、トイレなどを済ませ、給食の時間になると「あっ、私、給食当番だ

った。早く準備しよう」と自分が当番だったことを思い出し、急いで机を拭いたり、配膳の準備

を始める。いつも同じ時間で生活を進めていることで、自分で考え見通しをもった行動が出来る。 

 

「自分の物は、自分で管理をする」 

 
自分の物の整理、整とんが出来るようになってきている。着脱時に服の枚数を自分で確認し、

足りないものを保護者に伝えられる。衣類カゴやロッカー、引き出しなどの乱雑に気付き整理し

ている。 

共同制作やごっこ遊びの時、クラスで使うもの、園全体で使うものの区別が出来る。十分に遊ん

だ後に友達と分担したり、一緒に片付けや整理整とんを最後まで責任を持って取り組んでいる。 

 
【かかわりのポイント】 

【生活の流れを予測して行動出来るようにする】 

・一日の活動の見通しを持って生活出来るように伝える。活動の前、活動の間にトイレや手

洗いなど自発的に済ませるようにする。 

・活動の区切りを意識させ、自ら活動を終えて片付け等が出来るように意識付けをしてい

く。 

・日々の生活の中で挨拶を交わす心地よさを伝えていく。 

【見通しを持って自ら行動できる力を育てる】 

・朝の会を開き、前日までに予定の確認をしたり、一日の生活の見通しを持ち自ら進んで行

動出来るようにする。 

・クラス全体、個人、グループでの活動など、意図的に活動時間を構成し、気持ちを切り替

えてそれぞれの活動に集中できる習慣を身に付けられるようにする。 

【持ち物の自己管理】 

・保育者が持ち物やロッカーの整理を自分で出来ているか確認を行い、出来ていない子には

整理の仕方を伝え、徐々に自分で考えて整えられるようにする。一斉活動と個別指導で効

果的に進める。 

・傘の使い方を知らせ、登降園時に傘立てに入れる、出すなど自分で始末出来るように伝え

ていく。 

・はさみ、クレヨン等子ども自身で管理する物を増やし、決められた場所に片づけられるよ

うにする。 

３０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

       

         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【かかわりのポイント】 

 

【自分の思いを伝える機会を持つ・友達の思いを知るようにする】 

 ・自分の思いや考えを、グループやクラスの中で友達にわかるように話せるようにし、

感じた事や発見した事を自分なりに伝えようとする。 

 ・友達の話を聞き、自分と違う意見がある事に気付く。また友達から言われて嬉しい言

葉や嫌な言葉を考え、話し合う場を作る。 

【協力してやり遂げる喜びを持てるようにする】 

 ・グループ制作や行事の活動、劇遊びや合奏など友達と協力して取り組む機会を作る。 

 ・共通の目的の達成に向け、友達と考えを出し合い失敗を繰り返しながら、やり遂げた

喜びや満足感を経験出来るようにする。そのために活動内容、時期、グループ構成な

どを計画的に構築していく。 

 ・個々のよさや得意な事をクラスの中で認め合える機会を作り、互いに刺激し合い育ち

あえる集団にしていく。 

～ 伝える、協力する、話を聞く ～ （人との関わり） 

 

 

事例１ 

【目ざす子どもの姿】 

☆自分で“してよいこと”“してはいけないこと”の判断ができるようになり、仲間との遊びの

ルールや社会の決まりの大切さなどを理解し、行動する。 

☆挨拶や感謝の気持ちを言葉で伝え、困っている人には言葉をかけたり、手助けをしようとする。 

☆話を聞く時の態度がわかり、相手の話を最後まで聞く。 

☆危険なことがわかり、気をつけて行動する。 

☆友達と目的を持って話し合い、協力して取り組む。 

 

【経験させたい内容】 

「話し合いを通してルールを守る大切さに気づく」 

園庭で「ドッジボールしようよ」とクラス全員に呼びかけ遊び始めた。チーム決めは子どもた

ちの意見で決め、当てる子と逃げる子をジャンケンやリーダーの子が決めて遊んでいると、「○○

ちゃん、線から足が出てるよ」とゲームが中断し「ほら、遊ぶ時間がなくなっちゃったじゃない

か」「せっかくみんなで楽しく遊んでたのに」と全員が不満の声をあげた。そこで話し合いの時間

を設け、ドッジボールのルールを確認し、みんなで楽しくゲームが終わるまで遊ぶにはどうすれ

ば良いか意見を出し合った。話し合うことで子ども達は「ルールは守らなくちゃだめだよね」「守

らないと楽しく遊べないよね」と、改めてルールを守ることの大切さが理解出来た。 

 

事例２ 「おみせやさんごっこの係決め」 

今年は何のお店にするか話し合う。昨年度の経験を思い出しながら、お店が決まり、レジ

係、お金・チケット・看板作り、呼び込み係等いろいろな役割が出された。係はレジ係に人気

が集中したが、子ども同士の話し合いから「じゃあ、交代してやればいいよ」「お金もらう人

とおつり渡す人に分かれればいいんじゃない？」とお互いに意見を出し合い、譲り合いなが

ら役割分担をする。「この箱レジに使おうよ」「あ、うちにも箱あるよ。チケット入れる箱持っ

てくるね」と子ども同士協力し、楽しみながら準備を進めている。 
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～ 知識、認識、思考力・創意工夫 ～（学びの芽生え） 
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【経験させたい内容】 

事例１ 

事例２ 

【目ざす子どもの姿】 

☆身近な事物、事象・文字や数量などに関心を持ち、遊びや生活に取り入れる。 

☆自分の興味・関心のある物に触れる・見る・聞く・作るなど、試行錯誤しながら取り組む。 

☆自分なりの目標を持ち、それに向かって試したり挑戦したりする。 

☆自分のしたい事が実現できた嬉しさや楽しさを感じ、満足感や達成感を得る。 

 

「芋掘り遠足を通して芋について知ったり、表現する」 

 
芋掘りを前に、芋にはどんな種類があるか、どのように育つのか、絵本や図鑑で調べる。またど

んな調理方法があるのか栄養士・調理職員に聞いたりする。芋掘りでは両手で土を掘り、「黒い土

だね」「砂場の砂とは違うね」と土の感触の違いに気付いた。掘り起こした芋を手にし、「こんなに

大きいお芋が掘れたよ」「僕のは長いよ」と収穫の喜びを表現していた。描画ではよく観察し「葉

っぱは丸い形をしてツルはとても長い」「芋にもいろいろな形がある」などの発見があった。 

 

「運動会の縄跳びに向けての取り組み」 

 

運動会に向けて“もっと縄跳びの回数を跳べるようになりたい”と挑戦したり、“大縄の中で

短縄跳びをやろう”と一人ひとりが目標をもって取り組んでいた。また友達と「何人まで入っ

て跳べるか」「一緒に数を数えよう」と意見を出し合い、「こうやって回すと跳べるよ」「もっと

足を上げて跳んだほうがいい」などと教え合い、跳べた時は達成感を一緒に味わい喜びあって

いる。 

 【かかわりのポイント】 

【生活の中で、数・形の感覚を身につける】 

 ・今日は何月何日か、運動会まであと何日か、などカレンダーや行事予定表を見ながら話し

かけ数字を読むことや、順番を知ることに興味・関心が高まるようにする。 

 ・物を配る時など必要性を感じながら、子どもが数を数える機会をつくる。 

 ・どんぐりや落ち葉を拾ったり芋掘りをした経験の中で、数を数えたり形や大きさの違いに

気付き、対象物に十分関わり、特徴を知るようにする。 

【文字・数字への興味関心を広げる】 

 ・室内に『あいうえお』の文字表を貼り文字を確認したり、かるたやトランプなどの遊びを

通して文字・数字に親しんだり、遊びの中で自然に興味が持てるようにする。 

 ・「数字のうた」「カレンダーマーチ」の歌や数に関わる手遊びなどを通して数への興味を広

げる。 

【遊びの中で、数や形を学ぶ】 

 ・玉入れやリレーなど遊びの中で人数を確認し調整したり、得点を付けるなどして数を学ぶ。 

・積木の構成や空き箱製作、影絵、紙版画など、様々な素材・教具・遊具を使い、物の形や

仕組みに気付き遊びに活かせるようにする。 



～就学への滑らかな移行を目指して～ 

 

保育園での生活と小学校での生活の間には、子どもたちが成長していくために必要な「段差」があり

ます。保育園の子どもたちが小学校入学に抱いている期待と憧れを大切にしつつ、子どもたち自身が幼

児期に身につけた自分の力で「段差」を乗り越えていってほしいと願っています。そのためには、保育

園での生活や遊びの中での興味や関心に沿った活動から、徐々に興味や関心を生かした学びへ、そして

教科を中心とした学習へと段階的な成長につながるよう保育園と小学校が共に子どもの育ちを支え合

っていくことが大切です。 

 

 

  

○小学校一年生との交流。（ランドセル体験・給食体験） 

保育園で一緒だった児童と共に行動することで、楽しさや期待感が身近になる。 

○小学校五年生との交流。 

就学前検診の際、学校案内等をしてくれる児童と触れ合う機会を持つ。 

○他の学年との交流（ゲーム・集団遊び等） 

交流を通し、学校の雰囲気を知る。お世話をしてもらうことで、安心感を持つ。 

○学芸会、展覧会への参加。 

 作品や劇を見ることで、小学校への期待や憧れを持つ。 

○交通ルールや公共の場でのマナーなど体験を通して知る。 

○小学校教諭と保育者の交流。 

小学校および保育園での生活や子どもへの接し方等の意見交換、情報交換をする。 

○年長児クラスの懇談会にて、学校長に５歳児の保護者に向けて話をしてもらう機会をもつ。 

通学や、小学校生活の中で、保護者が心配なことなどを直接聞く機会をもつ。 

【家庭への発信】 

 

・家を出る時間から考え、身支度、朝食、起床、就寝と子どもにあった生活のリズムをつくり、４月

以降の生活に体が順応できるよう準備する。 

・保護者の見守りの中で、翌日の持ち物を準備する。また、自分の物の管理ができるようにする。 

・日常生活の様々な場面で、保護者自身が家族や身近な人に積極的にあいさつをしたり、「ありがと

う」「ごめんなさい」を言葉で伝えられるようにしていく。 

・子どもの話にゆっくりと耳を傾ける時間を作って、子どもが聞いてもらったうれしさを感じられ

るようにする。 

・家庭内で、約束事を決めて守れるようにしていく。 

・子どもが興味をもって試したり、工夫したりする姿を大切にし、自分で試せるような時間や場をつ 

くる。 

・メディアや本からの情報に偏らず、体験を通しての気付きや学びを大切にしていく。 

・結果の評価ではなく、取り組む過程の大切さや楽しさに子どもが気付けるような関わり方をする。 

・失敗した時には、なぜそうなったかを子ども自身が気付けるような助言をし、次への意欲が持てる

ように励ましていく。 

・親子で家事や運動、自然に触れるなど、一緒に過ごす中で子どもの気持ちに気付く。 

・子どもが学校への親しみや期待が持てるよう、親子で入学前に繰り返し登校する道を歩いてみる。 

【経験したい内容】 
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【特別支援保育】 

保育園における特別支援保育は、支援が必要な子どもを理解して関わり、その子どもを含め

たクラス全体の保育を考えることが大切です。日々の生活や遊びを通して支援の必要な子ど

もとクラスの他の子どもをつなぎ、お互いに認め合いながら共に育つことを大切にしていま

す。保護者に対しても“子育ての伴走者”として子育てに対する不安を少しでも軽減できるよ

うな援助を行い、すべての子どもが共に健全な発達を図れるように保育を考え、子どもが育つ

環境を整えていく役割を担っています。 

 

事例 「好きな遊びから友達とつながる」 

A さんは登園するとすぐに好きな玩具のある場所に向かい遊び始める。小さな積み木や洗濯ばさみ、

カラフルなクリップなどを見つけると両手ですくっては落とすことを繰り返し楽しんでいる（感覚的

な遊び）。機嫌の良い時には「ん～」「ふうん～」「え、ええ」という声も聞かれる。「じゃらじゃら～」

「いい音がするね」「楽しいね」と保育士が関わっていると、Ｂさんがやってくる。「A さんって、何が

面白いのかな？Ｂさんもやってみよう」と言いながら A さんと同じようにクリップを集め、両手です

くっては落としている。「音が楽しいのかな」「A さんは青が好きだから集めるね」と色分けをしながら

関わろうとする姿が見られた。日頃から他児もＡさんの遊ぶ姿をよく見ていて、Ａさんが好きそうな玩

具を「どうぞ」と渡したり、カードをバラバラと落とす遊びを見て「ザラザラカードやろうね」と、遊

びに名前を付けて同じように遊ぶことで関わる姿も見られた。数か月経ったある日、いつものように他

児がＡさんの好きな玩具を手渡しすると、Ａさんは〝ありがとう〞という気持ちを、頬を近づけて表現

していた。 

【かかわりのポイント】 

支援児の遊びが尊重されている場面であった。言葉によるやり取りが難しい分、同じよ

うに試してみることで面白さを共有しようとする姿が見られた。生活を共にしているか

らこその自然な関わりではあるが、日頃から保育者が本児の気持ちを代弁しながら関わ

る様子を他児がよく見ていたことが伺え、クラスの子どもたちにも成長を感じた姿であ

った。 

インクルーシブ保育では、多様な個性を子ども同士が受け入れ、関わりが深まっていくよ

うな配慮を大切にしている。その子の好きな遊びを通して相手を知る手立てを考えて関

わったり、友達と一緒にいると面白いという気持ちが育ち同じことを「やってみたい」と

いう意欲に繋がっていく。互いの気持ちが通じ合う経験を重ねながら意欲や自信に繋げ

ていく。 
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事例 「みんなと同じものが食べたい」 

口から摂取できる量は他児よりもかなり少ないため、どうしたら食べる意欲につなげられるか

試行錯誤しながら進めている。専門機関とも本児の姿を共有、連携し、刻む、とろみをつけるなど

の配慮をすることで食べやすくなるとの助言を受け、対応してきた。２歳児クラスから入園した

が、年齢があがるにつれ、周りの子どもと自分の食事の違いを感じるようになり、食べる意欲につ

ながらない時期もあった。その姿を担任、栄養士、関連する専門機関と共有し、食べる意欲につな

がるように本児の思いも引き出し、寄り添いながら進めてきたことで、今では「ゼリー好きなんだ

けどな。もっと食べたいな」と前向きな発言をしている。好きな食べ物をきっかけに口からの摂取

量を増やせるよう、日々のつぶやきを大切に受け止めながら、本児が意欲を持って食事する姿につ

なげていく。 

 

【かかわりのポイント】 

区では『医療的ケア児の保育園入園に関するガイドライン』に基づき、医療的ケア児の

受け入れ態勢を整え、インクルーシブ保育を行っている。本児が口から食べることを目指

して専門機関との連携のもと食事指導を受け、保育園給食でのとろみの付け方や刻みの

大きさなどを決めて提供している。保護者の思いや、本児の“友達と同じ物を食べたい”

という気持ちに寄り添いながら、日々の食べ具合を担任、栄養士、看護師を中心に共有し、

より食べやすく、見た目も幼児食に近付けられるように工夫しながら対応している。 

 

【まとめ】 

 療育や医療等の他機関や専門家、保護者との情報共有の上で、職員全体で子どもの姿を

共通理解し、各職種としての配慮を行う。 

 子どもの人権を尊重し、生活年齢での生活を中心に、発達年齢を考慮する。 

 どの子どももクラスの一員として相互理解を進め、生活、遊びの中で育ちあえる取り組

みに繋げていく。 

 仕草や言動を見逃すことなく捉え、子どもの発達や興味、心の状態を理解し必要な援助

を行う。 

 保護者の立場や思いを理解し寄り添い、共に子どもにとって最善の生活を作っていく。 
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「食育」とは、食に関するすべての事柄です。中でも子どもたちに最も関わり深いのが毎日の給

食です。子どもたちにとって、空腹を満たすだけでなく心を満たし、楽しみで興味深いものであっ

て欲しいと思います。 

 

事例 「食材を身近なものに感じ、興味を持つ」 

空豆のサヤは２歳児クラスの子どもたちには固く、初めのうちは「できない～」と言っていたが、力の入

れ方がわかると「あ、豆見えた！」と嬉しそうに豆を出している。そばで見ていた保育士が、「先生もやっ

ていい？どうやって取るの？」と聞くと、「えーっとね、こうやって・・・」と自信満々に教えてあげてい

る。おやつの時には「○○くんがむいたの、これかな」と話しながら食べている。旬が短い食材は目にする

機会も少ないため、子どもたちは敬遠しがちになる。調理する前の形に触れることで、その食材を身近に感

じ、興味を持つきっかけになった。 

 

【かかわりのポイント】 

 

食材にはその時期にしか手に入らないものもあり、例えばモロヘイヤやおかひじき、八つ頭

など、子どもにはあまり馴染みがない食材もある。家庭で食べる機会が少なくなった今だから

こそ、調理前の食材に直接触れ、匂いや大きさ、感触、重さなど五感すべてを使って感じること

を大切にしている。そこから親しみがわき、「どうなっているのかな」という興味や関心「食べ

てみたい」という意欲を引き出すと共に、旬の食べ物には体に良いことがたくさんあることを

知らせていく。 

事例 「作物を育てる過程を知り、食べ物を大切にする気持ちが育つ」 

 

 3 歳児がクラスで小松菜を育てている。水やりも忘れず、「大きくなあれ」と世話をしているが、

育っていくうち、葉に虫食い穴が…。「青虫いたよ～！」と子どもが発見しては保育士と一緒に取

っている。見つけそこなうとあっという間に葉脈だけになってしまうほど食欲旺盛な青虫。子ども

たちからは「あ～あ！」とがっかりする声も聞かれたが、みんなの頑張りでなんとか収穫でき、お

かか和えで食べることが出来た。普段野菜が苦手な子どもも嬉しそうに食べていた。 

 

【かかわりのポイント】 

 

毎日の世話をしながら作物を育てる中で、うまく育たないことを経験したり、最後まで世話を

することで食べ物を大切にする気持ちを育んでいく。栽培には収穫という楽しみがあり、どの状

態になったら収穫するのか、どのように料理して食べるのかを自分達で考えながら、調理法や味

付けを知る良い機会にしていく。 

【食  育】 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例 「調理をすることや作っている人に興味を持つ」 

 

5 歳児クラスの子どもたちがピーラーや包丁を使ってカレー作りをした時のこと。「包丁は猫の

手、親指を中に入れる」と言って真剣に取り組んでいる。玉ねぎを切っている時は涙を流しながら

も「玉ねぎがないとおいしくないんだよね」と言いながら頑張って切っている。栄養士がカレール

ーを作るところを見せると、「こうやって作るんだね」「うちのカレールーは四角だよ！」「いい匂い

がしてきた～！」とたくさんの声が上がる。「今までで一番おいしい」と嬉しそうにカレーライスを

食べた。 

 【かかわりのポイント】 

 
幼児クラスでカレー作りをすると、子どもたちからは「楽しかったけど、なんだか疲れた」とい

う声が上がることがある。楽しい経験だが、大変さにも気づくこともある。そのような時「おうち

の人や調理の先生は毎日こうやってみんなのご飯を作ってくれているんだよ」という大人の声掛

けで、普段料理を作っている人の顔を思い浮かべ、興味を持ったり感謝の気持ちへとつなげるよ

うにする。 

事例 「伝統行事と食文化を知る」 

 
節分の日に鰯（イワシ）の蒲焼が出た時のこと。栄養士が「鬼は鰯の匂いが嫌だから“やいかがし”

を作って保育園に入ってこないようにしたけど、この鰯を食べると心の中の鬼も逃げていくよ」と子

どもたちに話すと真剣な顔で聞いている。ヒイラギの枝に鰯の頭を刺した“やいかがし”を見せると

「うわっ！くさい！」「この葉っぱ痛い」と言いながらも興味津々で見ていた。 

きょうみ興味津々で見ていた。 

【かかわりのポイント】 

 

もちつきや十五夜のお月見団子など、子どもたちが経験しながら文化に触れる機会を取り入れて

いる。また、正月のおせち料理、冬至やひな祭りでその由来を伝えるなど、食を通して日本の伝承行

事に関心をもち、大切にする心を育てていく。 

「食品の働きや、素材を知る」 事例 

食品が体にどのように働くかを赤、黄、緑のグループに分けた「3 色の栄養」について、5 歳児クラス

の子どもたちに話をする。それぞれのグループにはどういう食品があるかパネルをクラスに置いておき

「朝ごはんに何色が入っていた？」と聞くと、「朝ごはんに牛乳飲んだから赤と、パン食べたから黄色も

あるよ」と答えている。次の朝、「先生、今日はみかん食べたから緑もあるよ」と栄養士を見つけると早速

知らせてくれた。 

【かかわりのポイント】 

 
パネルシアター、ペープサート、紙芝居、絵本などの教材や食材を利用し、自分の体を作る食べ物

に少しずつ興味関心を持てるようにする。栄養士が行う栄養指導で終わりではなく、保育士が給食の

中で話題にするなど、日々の保育につなげていくことを大切にする。 

食育が、より有意義なものになるよう栄養士、保育士、調理師、用務、看護師、すべての職員が共通認

識を持つことが大切である。意欲を持って食に関わる体験を積み重ね、食べることを楽しみ、自然の恵み

としての食材や、調理する人など、食に関わる全てのものに興味を向けて、その大事さがわかり、感謝の

気持ちが育つように全職員で関わっていく。 

≪まとめ≫ 

３７ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３８ 

【健康教育】 
 

子どもたちが健康で過ごすために、自分の体に興味関心を持ち、自分のことを大切にし、健康に

ついて自分で考え行動できる力を育むことを目的として健康教育を行っています。 

 

事例 「心身の発達をはかり運動機能の発達を促す」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３９ 

「疾病の早期発見と感染予防に努める」 

「保健衛生上の良い習慣が身につくように努める」 

 

≪まとめ≫ 

子どもの健やかな成長を促すためには、職員間で子ども一人ひとりの発達や状態を理解し、

関わり方を共通のものにしていくことが大切です。子どもたちが元気に登園し、毎日いきい

きと保育園で過ごせることを願っています。 

 



【保護者支援】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０ 

保育士は一人ひとりの保護者を尊重しつつ、ありのままを受け止める受容的態度が求められま

す。保護者の不安や悩みに寄り添い、子どもへの愛情や成長を喜ぶ気持ちを共感しあうことによっ

て、保護者は子育てへの意欲や自信を膨らませることができます。子育てに不安を感じている保護

者が子育てに自信を持ち、子育てを楽しいと感じることができるよう、働きかけや環境づくりをし

ていくことが大切です。 

 事例 

 
毎日硬い表情でため息をつきながらお迎えに来る１歳児クラスの A さん。気になったので話を

聞いてみると「子どもとどのように遊んだらよいかわからない」という言葉が聞かれた。そこで

実際の保育を見てもらったり、具体的な方法を示したりすると同時に、送迎時にはなるべく話を

聞き、保育園での可愛い姿を伝えるようにした。懇談会ではほかの保護者の話を聞くと「私だけ

でなくほかの人も同じようなことで悩んでいたことがわかりました」と安心したようだった。ふ

れあい遊びも実際にやってもらうと「家でもやってみます」と早速やってみたとのことだった。

「自分も楽しかった」と表情が柔らかくなっていく様子があり、その後子どもの表情も豊かにな

っていった。 

 
事例 

 
５歳児クラスＢさんの子どもは慎重派で初めてのことには緊張する姿があり、Ｂさんにとって

は心配なようだった。Ｂさんは子どもと他児を比較して我が子の消極的な姿を心配し、時々担任

にも「うちの子は大丈夫ですか」と聞いてくることがあった。送迎時などにＢさんの話を聞きなが

ら、不安な気持ちを受容していった。そのうえで子どもが保育園で頑張っている姿や友達と仲良

く遊べている様子などを安心してもらえるように話していくと、Ｂさんの不安が少しずつ和らい

でいった。運動会では子どもが他児と一緒に縄跳びやリレーなどを頑張る様子を見て、さらに安

心につながったようだった。 

 

・日常の送迎時における対話や、連絡帳、面談等でコミュニケーションを図る中で信頼関係を

築いていく。 

・なんでも話してもらえる関係になるためにはプライバシーの保護や守秘義務を前提とした姿

勢を示すことが大切である。 

・保護者の話をしっかりと聞きながら不安な思いを受容し、一緒に考えてくれる存在がいるこ

とで安心して子育てができるようにしていく。 

・子どもたちそれぞれに個性があることを保育参観や保育園の行事などを実際に見てもらい知

らせていく。懇談会では他の保護者の話を聞いたりしながら、子育ての不安を解消できるよ

うにする。 

・保護者に育児不安などが見られ、子育て環境にも支援が必要な場合には、子ども家庭支援セ

ンターや保健師など関係機関につないでいく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４１ 

事例 

 

事例 

 

０歳児クラスのＣさんは初めての子育てで子どもをとても可愛がり、成長する姿を喜んでいる。子ど

もが８か月の時に保育参観と面談をしたところ、家庭では座卓を囲み子どもを床に座らせて食べさせて

いるとのことだった。お座りがまだ安定していないため、大人の膝に座らせると姿勢が安定し、目線が

高くなるのでご飯やおかずが見えると食べる意欲につながることを話した。参観時に食事の様子も見て

もらうと、Ｃさんは「やってみます」と応えた。「さっそく休日の食事の時に膝の上に座らせて食べさ

せてみたところお皿の中をよく見て嬉しそうに食べていました」と話していた。 

 

登園時、2 歳児クラスのＤさん親子が廊下に貼ってある“はらたらくくるま”のポスターの前

立ち止まり、子どもは写真を一つずつ指さして「ショベルカー」「ダンプカー」と話している。Ｄ

さんは「早くいくよ」「先生待ってるよ」と急がせているが子どもは動こうとしなかった。通りか

かった保育士が子どもに「ショベルカーあったね」「ダンプカーあったね」と応えると子どもは“う

ん”とうなずいて笑顔になり満足そうに保育室に向かった。その次の日その親子が同じようにポ

スターの前に立ち止まり、Ｄさんが「ショベルカーだね」「ダンプカーだね」と子どもに応えてい

た。 

 

【かかわりのポイント】 

 

・子育てが初めての保護者はわからないことが多いので、ひとつひとつ丁寧に子どもの発達

に合わせながら育児のやり方を知らせ、より育児の楽しさを感じてもらえるようにしてい

く。 

・子育ての心配事や不安な気持ちを聞き、保護者が自ら選択、決定でき安心できるよう支援

していく。 

・子どもが気持ちよく入室し、保護者が安心して仕事に向かえるように保育士が仲立ちして

いくことも大切である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４２ 

「目黒区全体の保育の質を高める基本的な取組み」 
 

【保護者との連携】 
 保育園における保育は職員だけで行うものではなく、保護者とともに子どもの健全な成

長を支えるという意識を持つ必要があります。そのためには、保護者に対し、適時適切に情

報提供を行うとともに、保育参観や参加の機会を提供するなど、保護者に園の保育を知っ

てもらい、保護者と子どもの姿を共有して、子どもの育ちにつなげていく必要があります。 

また、保護者からの相談に対応する体制を構築し、良好な信頼関係を築くことも円滑な

園運営には重要です。 

 

 

１ 情報提供 

 ○ 園の保育方針や保育内容を保護者に分かりやすく説明し共有する。 

 ○ 園だよりなどを用いて、園の情報を適切に提供する。 

 ○ 連絡帳などの日常の連絡方法や緊急時の連絡体制を整える。 

 ○ 保護者会や保護者面談を適切な頻度で実施する。 

 ○ 第三者評価、利用者アンケートを行い、その結果について保護者に情報 

提供を行う。 

 

２ 保護者の保育への参加 

 ○ 保護者の子育てに関する悩みなどの相談体制を整える。 

 ○ 保育参観や保育参加など保護者が園の保育に触れる機会を適切に提供する。 

 ○ 園運営に関する保護者の意見を募る仕組みを整える。 

 

【取り組みのポイント】 

 



【人権に配慮した保育】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４３ 

目黒区子ども条例より 

（条例前文） 

子どもは一人ひとりがかけがえのない存在です。一人の人間として尊重され、自らの意思でいきいきと成

長していくことが大切にされなければなりません。 

 日本は、世界の国々と、児童の権利に関する条約を結び、性別、国籍、障害などに関わらず、全ての子ど

もには、生きる、守られる、育つ、そして参加する権利があり、これを大切にすることを約束しました。 

 子どもは、あらゆる差別や暴力を受けることなく、また、保護者の愛情と理解を持って育まれ、健やか

に成長していくことができます。 

 子どもは、自分の考えや感じたことを自由に表したり、様々な場に参加したりするなど経験を重ねる中

で、失敗を恐れずに挑戦し、結果に対する責任を学ぶことで、自分の生き方を考えながら成長していくこ

とができます。 

 大人は、子どもと誠実に向き合い、子どもの思いを受け止め、その成長を支えるとともに、子どもが自

立し、責任ある社会の一員となるよう導いていく役割を担っています。 

 私たちは、子どもの権利を尊重することが、未来を担う子どもの生きる力をはぐくみ、子どもと大人が

ともに作る豊かな地域社会の形成につながるという考えの下、この条例を制定します。 

 

【取り組みのポイント】 

１ 子ども目線の人権チェックリストの活用 

  例） 

・わたしの気持ちを理解して言葉にしてもらえると嬉しいです。 

   ・わたしは気持ちを切り換えるのに時間がかかることがあります。もう少しだ

け待ってもらえると嬉しいです。 

   ・わたしは話したいことを目を合わせてしっかりと聞いてもらえると嬉しいで

す。 

   ・わたしはみんなに認められたいと思っています。わたしの良いところをたく

さん見つけてほしいです。 

  ※定期的に研修等を行い、職員の意識を高める。 

 

２  自分の体の大切なところをプライベートパーツとして知らせ、 

   友だちの体も大切にしていく気持ちを育む。 

  例） 

   ・オムツ交換や着脱の時、人の目に触れないよう配慮をする。 

 

３  性別による区別をしない保育をする。 

  例）「男（女）だから～」という言い方をしない。 



【地域交流】 

 

保育園は地域の子育て支援の拠点として「地域の子どもを育てる」という意識を持ち、地域

の人々に子育てを理解してもらえるよう、情報発信を行うとともに、地域の子育て世帯への支

援を行う役割があります。 

 また、地域に開かれた保育園として、町会・自治会や住区住民会議、地域の高齢者施設や小

学校など異世代との交流を図っていく必要があります。 

 

 

【取り組みのポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４ 

１ 子育て支援 

 ○ 地域の子どもを育てるという意識を持ち、子育てに関する情報発信を行

うとともに、地域の実情に応じた子育て支援事業を行う。 

 ○ 地域で子育てをしている保護者の相談を受けるほか、子育て世代の交流

の場を提供する。 

 

２ 地域との連携 

 ○ 日頃から民生委員、児童委員との連携を図り、情報交換、交流を行う。 

○ 地域団体の行事に積極的に参加するなどして地域での交流を促進する。 

 ○ 近隣の小中学校や高齢者などと世代を超えた交流を促進し、世代をつな

ぐ役割を担う。 

 ○ 就学後の環境の変化に適応できるように学童保育クラブや児童館と交

流の機会を作る。 

 

３ 虐待防止 

○ 保護者の育児不安等が見られる場合は支援し、保護者に不適切な養護ま

たは虐待が疑われる場合には子ども家庭支援センターなどの関係機関と

連携し適切な対応を図る。 

 



【危機管理】 
 

子どもは遊びを通して身体的・精神的・社会的に成長します。その成長・発達過程で環境に

対してさまざまな働きかけを行い、学習しています。しかし、子どもの行動は安全に対する認

識が未然であり、判断力も十分でないために、様々なリスクもあります。 

 保育園職員は子ども一人ひとりを十分に理解し、また年齢発達に合った環境や保育の内容を

準備した上で、子どもの行動の予測を立てながら保育を進め、事故の予防や災害時の対応など

に保育園全体で取り組む必要があります。 

 

【取り組みのポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５ 

１ 事故防止 

 ○ 環境整備（園舎、玩具、遊具）を組織的、計画的に行う。不備や危険を

発見したときは速やかに園内で情報共有するとともに適切な整備を行

う。 

 〇 戸外活動に限らず子どもの所在確認を行うため、職員間で役割分担を

しっかり行い、連携し、見失い児を作らないようにする。 

 ○ 事故が発生した際の役割と連絡体制を確立する。 

 

 

２ 防災、防犯対策 

 ○ 災害対策、不審者対策などのマニュアルを整備し、非常時の体制を整え 

る。 

 ○ 避難訓練や消火訓練などの各種訓練を定められた頻度、内容で行う。 

 ○ 災害時等の保護者への一斉連絡の手段を整える。 

 

３ 個人情報の保護 

 ○ 個人情報保護マニュアルを整備し、日頃から職員の守秘義務について

の認識を高め十分な自覚を持ち保育を行う。 

 ○ 保育において必要とする園児の名前の掲示や記載、ビデオや写真の撮

影については必ず保護者に確認する。 

 

 



 

【健康管理】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４６ 

園児の健康に関する危機管理は、疾病や事故の予防及び防止から発生時ま

で広い範囲に及びます。 

 園児は年齢によって罹りやすい病気があり、重症にもなりやすく、また、

集団生活により、病気が感染しやすい状況に置かれています。 

 疾病予防は、子どもの年齢、既往疾患、健康状態などに配慮した対応が必

要です。 

 病気や事故が発生したときは、保護者、関係機関と連絡を取る必要があり

ます。保育園ではこのような特徴を踏まえ、危機管理にあたらなければなり

ません。 

 

【取り組みのポイント】 

 

１ 予防対策 

 ○ 衛生管理マニュアルを整備し、内容について職員全員が共通認識を持つ。 

○ 子どもの病気の特徴を捉え、園児一人ひとりの健康観察を適切に行う。 

 

２ 疾病対処 

 ○ 健康状態に変化があったときは症状に応じたケアを行う。状況に応じて

保護者、医療機関に連絡し連携をとる。 

 ○ 緊急を要する（ＳＩＤＳ、アナフィラキシーショックなど）場合は救急

車を要請する。 

 

３ 感染症対策 

 ○ 予防接種の接種状況を把握し、感染症の蔓延を予防する。 

 ○ 感染症の疑いのある園児は個別保育を行い、保護者に受診を依頼する。 

 ○ 感染症対策マニュアルを整備し、感染症が発生した場合の対応について

園内で共通認識を持つ。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４７ 

【運営事業者の取り組み】 
 

質の高い保育を実現するためには、保育園運営の理念や方針が具体的に示

され、全ての職員がそれを理解し、園が一丸となって、保育の質を向上す

る取組みを行うことが重要です。 

 また、職員の配置基準の遵守は必須であり、そのためには、明確な職員

採用の考え方のもと、計画的に職員を採用するとともに、人材育成に努め

なければなりません。同時に、職員の働きやすい環境を整え、健康管理を

含め、処遇改善を推進していく必要があります。 

 

１ 保育理念、運営方針 

 ○ 保育園運営の理念や方針を明確に示し、職員が共通認識を持つ。 

 ○ 保育の質の向上のための取組みを具体的に示す。 

 

２ 職員の配置 

 ○ 職員採用の具体的な考え方を明確にし、採用計画を策定する。 

 ○ 職員の急な退職等による欠員への対応策を講じる。 

 ○ 採用時には職員の雇用条件を明確に伝えるとともに就業規則を適切に

備える。 

 

３ 職員の育成 

 ○ 人材育成の理念を明確にし、研修計画を策定する。 

 ○ 職員が研修に参加できる職場環境を整える。 

 

４ 健康管理 

 ○ 日常的な健康管理に対する考え方を整理し、健康状態を把握する計画

を策定する。 

 ○ 職員の様々な相談を受ける体制を整える。 

 



＜公立保育園の特徴＞ 
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 資 料 

区立保育園は、「公の施設」として整った保育環境や職員体制があります。また、看護師・栄養士といっ

た専門職も各園に配置しており、きめ細やかな保育サービスを提供しています。 

①  保護者と子どもの成長や子育ての喜びを共有する 

・ 保育園での子どもの様子を連絡ノートや掲示板などで伝えることや、園だより、クラスだより

の配布。保育参観、個人面談の実施などにより、保育園と保護者とが子どもの姿を共有し理解

し合い子どもの育ちにつなげている。 

・ 子どもの遊んでいる姿から面白さや楽しさ、驚きや喜びなどを保育者が共感し、保護者にわか

りやすく伝えている。 

・ 子どもの伸びゆく姿やその子らしさなど、子どもが輝いている姿を知らせながら、保護者が我

が子を愛おしく思い、子どもに寄り添いながら子育てができるように支援している。 

・ 子どもの育ちを成果や達成度だけで捉えるのではなく、取り組みの過程を大切にし、保育園と

保護者とが温かい眼差しで共に子どもの成長を見守っていく。 

 

②  子どもの姿や発達を踏まえた指導計画を立案し実践している 

・ 保育指針、全体的な計画に基づき、子どもの生命の保持と情緒の安定、健やかな成長を願い、

子どもの姿や発達過程、保育の中で大切にしたいことを踏まえて指導計画を立案し養護と教育

が一体となった保育を実践している。 

・ 子どもが自発的に活動し様々な経験をする中で、豊かな心情、意欲、態度が身につけられるよ

う０歳児から就学前までの系統立てた保育を共通認識し実践につなげている。 

 

③  保育園職員のための研修体系が整っている 

・ 目標・到達点を明確にした職層別研修や専門職研修など様々な研修を通して、業務遂行上必要

な専門知識及び技術を習得する機会を保障し、職員の資質の向上を図っている。 

 

◎ 経験豊かな職員が多く、保育の継承をしていくことができる 

・ 長年培われてきたベテラン職員の知識や技術が、若い職員と一緒に日々の保育を実践する中で

継承されている。 

・ 各園で培われた保育は、職員の異動により異動先の園で相互に学び合うことでより深まり、保

育の質の向上につながっている。 

・ 産育休を含めた休暇の保障、職員定数、給与体系の充実など、仕事を長く続けられる職員の勤

務条件が整備されている。 

 

◎ 専門職が配置され、子どもの育ちに即した対応ができる 

・ 保育園には、生活時間の大半を過ごす子どもの「健康・安全・予防」のために、保育士に加え、

医療に専門的な知識を持つ看護師や、食の専門家である栄養士が各園に常勤で配置されている。 
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・ 看護師は、産休明けや支援の必要な子どもをはじめ、全ての子どもの発育・発達状態を把握して

いる。その上で疾病の早期発見及び感染予防、発病時や事故発生時の救急的対応など、安全な

保育園生活を送る上での必要な医療行為を行っている。 

・ 栄養士は、給食食材の検品や調理全般の衛生管理を行うとともに、一人ひとりの子どもの発達段

階に合わせて、離乳食などきめ細やかな食事の提供を行っている。また、給食は和食を中心とし

た一汁三菜の献立とし、だし汁や素材の味を大切にしている。 

・ 食物アレルギーの子どもに対しては、医師の指示に基づき看護師と栄養士とが連携し、アレルギ

ー食への対応を行っている。 

・ 専門職の配置により保護者からの悩みや相談にもわかりやすく、丁寧に対応することができ、子

育ての不安解消にも寄与している。 

 

◎ 様々な専門職が連携しながら子どもの生きる力を育んでいる 

・ 保育士、栄養士、調理職員、用務職員が連携して栽培や調理をはじめとする食育活動を行うこと

で、子ども達が食を身近に感じ、食に対する興味関心を育んでいる。 

・ 看護師と保育士が連携しそれぞれの専門的な分野から、健康教育を行い自分の身体に興味を持

ち、自ら考え行動できる力を育んでいる。 

・ 用務職員、看護師、保育士が園舎内外や園庭、遊具の点検を行い、環境を整備し、子どもたちが

安心して伸び伸びと体を動かして遊べる環境を整えている。 

 

◎ 特別な支援が必要な子どもの受入れを行っている 

・ 特別な支援が必要な子どもも共に生活する中で、子ども達はそれぞれの「違い」を理解し、仲間

である意識を育んでいる。 

・ 保育を進めるために、巡回指導で専門の指導者から保育内容や援助、対応の方法などを学び、育

ち合いの環境を整えている。また、保護者も一緒に助言を受けることで、指導内容を保護者と共

有し、子どもに対する理解を深めながら子育てを支援している。 

 

＜公立の役割とは＞ 
区立保育園は、「区立保育園の特徴・強み」を活かして、目黒区の保育の質の向上に取り組まなければ

なりません。特に、次に掲げる保育の実践などを充実・拡大させることにより、地域の保育施設の中心的

存在となっていく必要があります。 

 

①  利用者への情報提供 

・ 一人ひとりの子どもやその家庭と丁寧に関わることで細かい状況を把握し、そのことから利用者

が必要としている情報を推し量り、子育てに関する他の機関からの様々な情報を的確に提供する。 

 

②  地域子育て支援の拠点 

・ 「地域の子どもを育てる」という意識をもち、地域の人々に子育てを理解してもらい、温かく見

守ってもらえるよう、子育てに関する情報発信を行う。 

・ 保護者が子育てに関して感じることの多い孤立感や不安感を解消し、子育ての楽しさが感じられ

るように保育士、栄養士、看護師等専門の職員が支援を行う。 

・ 地域の子育て家庭のニーズを常に把握しながら、園庭開放、体験保育、子育て相談、育児講座等

様々な支援事業を実施・拡充する。 
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③  緊急一時保育 

・ 家族の病気や入院、出産等の理由で在宅での育児が困難な場合に「緊急一時保育」とし

て一定の期間その子どもの保育を行う。 

・ 緊急一時保育においても、在園児と同様、一人ひとりの子どもの心身の状態などを考慮

し安心して過ごせるよう保育を行う。 

 

④  地域との連携 

・ 日頃から、地域の中で児童の健全育成のために様々な地域活動に取り組んでいる民生委

員、主任児童委員との連携を図るとともに、地区連絡協議会に参加し、情報交換・交流

を行う。また、保育園行事に招待し、参加してもらう。 

・ 小学校就学に向け、子どもたち一人ひとりが生活（環境）の変化に適応し、学校生活に

おいて安定した生活や実り多い学習が進められるよう、保育園と小学校が相互に教育内

容や援助の方法について共通理解を深め就学に向けて円滑な連携を図る。（保育園・小学

校の関係者による合同研修会、教職員の保育園職場体験研修、小学校における子ども同

士の交流活動、教職員間の懇談） 

・ 学童保育クラブや児童館とも、就学後の環境の変化に適応し、より安定して過ごせるよ

うに交流の機会を作る。（児童館の出張工作教室、学童クラブとの交流） 

 

⑤  専門機関との連携 

・ 一人ひとりの子どもの育ちの姿を細かく把握し、専門的な見地から成長発達の状況を捉

え、育ちの過程で特別な配慮の必要性を判断して適切な機関につなげる。 

・ 特別な配慮が必要な子どもの保育に関し、専門の指導者による巡回指導などで助言を受

け定期的に子どもの発達状況の協議を行う。 

・ 日常の対応から子ども、保護者双方の状況の変化を察知し、虐待の早期発見、専門機関

との緊密な連携により、子どもの健全なる育ちを保障する。 

 

⑥  世代を超えた交流と次世代育成の場の提供 

・ 世代を超えた交流と次世代育成の場として、区立保育園は近隣の小中学校の体験学習、

ボランティア、専門職育成のための実習生の受け入れ、高齢者との交流などを積極的に

取り組む。こうした多くの異年齢交流を通して、世代を繋ぐ役割を担う。 

 

⑦  防犯、防災対策 

・ 「生活安全パトロール」の立ち寄り警戒から地域の犯罪等の情報を収集し、地域の犯罪

予防や子どもの安全対策につなげる。 

・ 各園に緊急時の非常通報装置、防災センターと連絡がとれる防災無線（緊急地震速報）、

非常用放送設備などを設置し、非常時に備えている。 

・ 各地区１園ずつ計５園が福祉避難所に指定されており、被災により保護者と離別した乳

幼児等の避難所となる。 

                      

 


